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第９回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成27年８月18日（火）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成27年８月18日（火）午後１時31分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ９番 松田  勲君 

      １０番 北川 勝義君  １４番 下山 哲司君  １６番 実盛 祥五君 

      １７番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  杉山 高志君      総合政策部長  原田 昌樹君 

      総合政策部参与  小寺 康生君              徳光 哲也君 

      総 務 部 長  馬場 広行君      財 務 部 長  近藤 常彦君 

      教 育 次 長  奥田 智明君              正好 尚昭君 

              田中 富夫君              荒島 正弘君 

      消防本部消防長  木庭 正宏君      総 務 課 長  入矢五和夫君 

      くらし安全課長  歳森 正年君      財 政 課 長  藤原 義昭君 

      管 財 課 長  高橋 浩一君      税 務 課 長  末本 勝則君 

      収納対策課長  土井 常男君      教育総務課長  藤井 和彦君 

      学校教育課長  石原 順子君              前田 正之君 

              小竹森美宏君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    幹  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

  

  

社会教育課長兼 
スポーツ振興課長 

消 防 本 部 
消防総務課長 

熊山支所長兼 
市民生活部参与 

総合政策部参与兼 
秘書企画課長 

赤坂支所長兼 
市民生活課長 
吉井支所長兼 
市民生活課長 
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまから第９回総務文教常務委員会を開催したいと思います。 

 開会に先立ち、市長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 委員の皆さんおはようございます。 

 本日は第９回の総務文教常務委員会をお開きいただきまして、まことにありがとうございま

す。 

 毎日暑い日が続いております、委員の皆様方にも御健康には十分御留意をいただきたいと思

っているところでございます。 

 きょうの委員会への付託案件でございますけども、事業の進捗状況及びその他の案件、たく

さんの議題を用意してございます。慎重なる御協議、御審議のほうをお願い申し上げまして、

挨拶にかえさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 １番目の事業の進捗状況についてを執行部から説明願いたいと思います。 

 各順にお願いいたします。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） それでは、総合政策部の資料をごらんくだ

さい。 

 総合政策部からは、全部で５件お願いをいたしております。 

 まず、１ページ目でございます。 

 第１回あかいわ創生有識者会議の報告ということでございます。 

 前回の７月の委員会でも概略のほうは説明を申し上げましたけども、先日、７月21日に第１

回のあかいわ創生有識者会議が開催されております。この会議におきましては、人口減少問題

に対応いたしまして、赤磐市の持続的な発展を図るために、まち・ひと・しごと創生法に基づ

きまして、赤磐市の人口ビジョンと総合戦略の策定に関する検討を行い、また策定後の総合戦

略に基づく施策の推進状況等を検証、評価するあかいわ創生有識者会議を設置をいたしたもの

でございます。 

 記といたしまして、委員には15名お願いしておりますけども、前回の委員会のときにはお名

前を掲載してないものをお配りをいたしましたが、本日は２ページ目のほうに有識者会議の委

員の名簿をつけさせていただいております。その中から互選によりまして、会長佐藤豊信様、
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それから副会長島津義昭様になっていただいております。 

 この会議におきましては、まち・ひと・しごと創生に関する説明、あるいは赤磐市まち・ひ

と・しごと創生人口ビジョンの素案、及び赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略の骨子案に

つきましての意見の交換をいただいているところでございます。 

 今後のスケジュールにつきましては、先ほどありましたように、７月21日に第１回目の会

議、今月の26日に第２回目の会議を予定をいたしております。また、それを受けまして、９月

上旬、当委員会にお示しをし、パブリックコメント等をいただくということにいたしておりま

す。また、10月の上旬には第３回の会議を開きまして、中旬ごろのこの委員会のほうにも最終

案をお示しをしたいというふうに思います。10月末日をもって策定ということにいたしたいと

いうふうに思っております。 

 続きまして、３ページになりますが、平成27年度一般会計補正予算（第２号）につきまして

でございます。 

 今回は、まず歳入としまして、総務費の国庫補助金といたしまして、地域活性化・地域住民

生活等緊急支援交付金、いわゆる国の交付金でございますが、これの地方創生先行型というこ

とで上乗せ交付金分を申請いたすようにいたしております。これは全国で約300億円の新たな

交付ということでございまして、本市からもそこにあります３点、買い物支援・見守り事業と

しまして800万円、あかいわに戻ろうプロジェクト事業として2,000万円、クラウドソーシング

定着事業として1,000万円を要求をいたしております。 

 また、２点目に一般寄附金といたしまして、ふるさと赤磐応援寄附金でございますが、６月

の議会におきましても増額をお願いいたしましたが、なお好調ということから、今回310人分

の930万円の増額補正を予定をいたしております。 

 ３点目といたしまして、受託収入、広域路線バスの赤磐・和気線の運行事業の受託収入とい

うことでございます。これも６月議会におきましては赤磐市単独の予算を組んでおりましたけ

ども、和気町との共同運行ということで、和気町から運行費にかかわります事業費の２分の

１、256万2,000円を歳入をいたすものでございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 まず、企画費の中の企画関連事業といたしまして、先ほどのふるさと赤磐応援寄附金の謝礼

あるいは手数料といたしまして、歳出を予定をいたしております。 

 それから、地域おこし協力隊の募集経費ということでございます。来年、28年４月に新たに

採用見込みということで、事前に本年度協力隊の募集を図りたいというふうに考えておりま

す。それにかかわります経費、職員の旅費でありますとか、ＰＲ諸経費等196万5,000円を予定

をいたしております。なお、これにつきましては、翌年度全額特別交付税措置をされるという

ことになっております。 

 続きまして、市民バスの運行事業でございます。これにつきましては、熊山の市民バスある
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いはスクールバスと兼用いたしておりましたバスで６月に子供さんがけがをするという事故が

ございました。その後、修繕等を考えておりましたけども、15年からリースをしております古

い車両でありますし、また走行距離も53万キロになろうといたしておりますので、修理費等も

大変かさんできているという状況から、新たにバスを購入するというものの費用でございま

す。 

 次の広域路線バス運行事業につきましては、先ほどの歳入の財源更正でございます。 

 続きまして、４ページでございます。 

 あかいわに戻ろうプロジェクト事業ということで、先ほどの創生資金を活用いたしまして、

県外に出ている方々に赤磐に帰ってきていただこうという事業でございます。 

 事業の柱といたしましては、赤磐市が開催する就職説明会であるとか、婚活イベント等へ参

加するために県外から帰省する若者に対して交通費の一部を助成する帰省費用等助成モデル事

業、それから都市圏等で活躍をしている赤磐市の出身者とのネットワークを図っていく都市圏

等における同郷出身者ネットワークの組織化事業、３点目といたしまして、そういった組織を

した方々に対します情報発信、あるいは地元への行事の御案内、就職の情報であるとか移住定

住等の説明会等の情報を発信するということで、赤磐への関心を高めていただいたり、帰省、

Ｕターンのきっかっけをつくろうということでの赤磐市出身者への情報発信体制の整備事業と

いう大きな３点を柱としたものでございます。それぞれの必要経費を計上いたす予定にいたし

ております。 

 次に、クラウドソーシング定着事業でございます。これにつきましては、ＩＣＴを活用いた

しまして、自宅にいながら仕事ができるという新しい事業をモデル的に実施したいというふう

に思っております。 

 子育て等が落ちついて再就職がしたいという、そういった、特に女性等をターゲット、ある

いはアクティブシニアという高齢者の方々を活用して、自宅等で自由な時間で、場所等にとら

われない働き方、そういったものを活用できないかというものでございます。そういったセミ

ナーであるとかスタートの講座、あるいはレベルアップのサポート等を行う事業といたしまし

て企画をいたしております。 

 続きまして、債務負担行為でございますが、平成28年度から30年度にかけまして、赤磐市の

広域路線バス、赤磐・美作線の運行業務の委託料5,451万4,000円、それから市民バスの運行業

務委託料の路線、小野田線、豊田・熊山線、可真・桜が丘東線、松木・下市線につきまして、

6,600万7,000円を債務負担行為として上げさせていただく予定でございます。 

 続きまして、５ページになりますが、岡山連携中枢都市圏の形成に向けた協議についてとい

うことでございます。これにつきましては、総務省の新たな広域連携促進事業というものを活

用いたしまして、岡山市を中心といたしました岡山、津山、玉野、総社等、赤磐市も含めまし

て、８市５町で共同していろいろな公共施設あるいは医療、産業、交通等に関しまして連携が
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できないかというものを調査をいたしまして、本年度一部試行していくものでございます。 

 現在の状況といたしましては、２番目にありますように、岡山市のほうが新たな広域連携促

進事業として事業を申請、採択を受けております。 

 内容につきましては、そこに記載のとおりでございますが、今後、都市圏連絡協議会という

ものをこの８月20日に開催をいたしまして、協議会を設置をするという方向でございます。今

後それぞれの分野にわたりまして、具体的にどういった連携ができるかというようなことを会

議等を開きまして検討してまいります。そういった事業でございます。 

 続きまして、オールあかいわ宣伝隊、旬のあかいわ白桃フェアの報告でございます。 

 先般の委員会でも簡単に御説明申し上げましたオールあかいわ宣伝隊、赤磐市、商工会、Ｊ

Ａ観光協会が中心となりまして、宣伝隊を組織いたしております。この宣伝隊のほうが岡山

市、東京、それから大阪、この３カ所で旬のあかいわ白桃フェアというのを開催をいたしてお

ります。これは、首都圏や関西圏等におきます都市生活者に向けて、オールあかいわで赤磐市

の情報を発信し、定住、企業誘致あるいは地域農業の活性化、観光物産などをＰＲするという

ものでございまして、そこに記載をさせていただいております３カ所、それぞれの活動を実施

してきているところでございます。詳細につきましてはごらんをいただきたいと思います。 

 続きまして、その他でございますが、最後の８ページのほうに資料をつけさせていただいて

おります。 

 先日、８月11日でございますけども、宇野バスのほうから、美作線の林野方面のバスの時刻

につきまして減便をしたいという申し入れがございました。 

 内容につきましては、そこにございますように、上段が林野方面行きでございますが、表町

バスセンターを５時30分に出ている林野駅行きでございますが、周匝上どめにする。それか

ら、最終便の７時発の便を減便ということでございます。また、逆に林野駅方面から岡山方面

に向かう便でございますけども、現在林野駅を６時15分に出ている便を町苅田までが廃止にな

りまして、この便がネオポリス発に振りかえるということ、それから現在、仁堀の発７時25分

でございますが、これにつきましては減便をしたいということの申し入れでございます。 

 急なことでございまして、現在対応に苦慮しておりますけども、９月１日から実施したいと

いうふうな申し入れでございます。 

 総合政策部から簡単でございますが、以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さん１つずつで聞かせていただきましょうか、質問。どうしましょうか。 

 よろしいな、そのほうが。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん質問がありましたらお願いしたいと思います。 
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 ちょっと皆さん考える間、ぼくちょっと二、三点。 

 創生有識者会議の委員なんですけど、これは市長が嘱託で委嘱してやられよんで別に問題ね

えと思うんですけど、これ見とったら公平性とかいろいろ考えたら、ちょっと話変わる、前も

産官学のときに岡大とベネッセと何ですんなと、商大はねんか、理大はねんかという話をした

ことがあります。その中でこれ見たら、出てくるのは岡山商科大学と岡大は、これは出てきと

んです、理大はねんですけど。それから、山陽学園はあって、あとは就実学園とかというのは

全然ないんです。というんで、津山のほうの美作大学とかというのはねんじゃけど、今言うの

は、なぜこういうことで振り分けをされとんか、わかれば教えていただきたいんが１点。 

 せえで、僕が思うたのは、県とか、大体違うとこは皆赤磐市の出身者がおるけんかなあと思

うたり、そうばあじゃちょっとおかしいんじゃねえかなと考えたんで、山陽学園が悪いとか言

よんじゃねえ、うちの保育所の園長しょうた荒島礼子さんというて、僕は同級生じゃから一生

懸命、活発に頑張ってくれるのはええんじゃけど、山陽あったら就実もあってもええんかなと

か思うたり、関西とか、例えば今ちょっとそう思うたんが、どんなんかなあということで選別

したんかというのをわかれば教えていただきたいんが１点です。 

 それで、できましたらこれについて、有識者会議をしとるというのを、やっぱりこういうな

んを広報のほうで、こういう有識者会議をしとんじゃという、こういうメンバー全部入れんで

もええんじゃけど、こういう内容で今赤磐市が取り組んでやりょんじゃというのを、一遍委員

会でもあってしたら広報へ出していただきてえと、１回終わったら、と思うとんです。７月

21日に既に１回目は動いとんじゃが、１回目動いてこうなって、こういうことの骨子というん

ですかな、こういう考えでやらせてもらよんじゃと、前向きに取り組んでいきょんじゃという

ようなことを概要についてだあっと書いとんじゃけど、第１回の開催してと、こう余り難しゅ

うじゃのうて、わかりやすくざっくばらんにしていただきゃあ、何でこう言ようるというた

ら、広報のほうも、議会だよりのほうもやっぱり読みやしいんがえかろうと、かてえばあじゃ

ったらやっぱり読んでいただけれんからということでやろうということなんで、読む人も、も

う少しできたらええんじゃねえかなと思うたんです、それが１点です。 

 それから、この３ページの一般会計のとこの買い物支援・見守り事業というのは、これはど

こがやるんか、これは総務文教には関係ねえでしょう。総務文教は、あかいわに戻ろうとクラ

ウドソーシングのじゃと思うんじゃけど、ちょっとどっかすぐわかりゃ教えていただきたいと

いうんと。 

 それから、歳出のほうで、地域おこしが28年４月に決定するというて、交付税の算入になっ

とんじゃけど、これ何人入れるんかというのをもしわかりゃあ１人か２人か、わかれば教えて

いただきたいと思います。 

 それからもう一個が、もう２つじゃけど、４ページのクラウドソーシングの定着事業という

んで、ＩＴとか利用して自宅にいながら仕事とか子育てが完了したことをやられるとか、講座
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とかレベルアップする、どっかの会社を対象に、会社というんかな、何かできるという具体的

な、後削除してください。例えば・・・・・じゃったらこっちでできるんじゃとか、例えばそ

んなんをやる予定があるんかねんか。ただ講座をしたり、こういうことがあるんですよと、こ

ういうやり方があるんじゃというてレベルアップするんか、それで会社もぜひこういうとこも

うちもやってみてえと、一緒に参加してやられるようになるんか、どうなるんか、わかればそ

れもちょっと教えてほしいんで。考え方としてはパソコンを使うたりしてから在宅におって、

小説書く人とかというたらどこでも書けますが、例えばの話、専門的なことじゃねえんじゃ会

社でもこっちしてからできるというようなことができるんじゃろうか、わかりゃあ具体的にど

うなるか教えていただきたい。 

 それから、もう２つあるんです。岡山連携中核都市の形成に向けたということで、８市５町

入られるんでええんですけど、せっかくこれも市長さんにお願いしてえのは、岡山市が都市圏

連絡協議会の開催するということで、補助金もろうてやられるんじゃけど、岡山市の補助金も

らうだけのことをやりょんじゃのうて、赤磐も岡山市のベッドタウンというたらおかしいんじ

ゃけど、通勤も使うていただきょうるということになりゃ、逆に言うたら、前々から言うと

る、ここ中で、お願いがこういうことは出てくるんか出んかというのはわからんですけど、僕

は佐々木委員やこうも言わりょうた、僕らが言よんのは、東岡山の駅じゃとか、僕も一般質問

しょうりゃあせんのじゃけど、バスの連携というんですか、瀬戸駅だけじゃのうて、東岡山行

くんじゃとか、上道の駅行くんじゃと、上道はわからんけども、そこらあのことを赤磐市だけ

じゃできん、岡山市と一緒に参画してやらにゃあおえんでしょう、そういうなんをぜひ今後の

ときに意見言うたり、そういうことに向けてやっていただきてえ、人口減少もやっぱりどうな

っていくということを考えたら、ここから足がのうなったらだんだん出ていくということにな

るんで、極端な話が継続していただけるには片鉄線でものうなったら、学校行く、和気校行く

んが、吉井から、皆無になるじゃねえかというような話と、少のうなってくる。そこんとこを

考えたらすべきじゃねえかなと、そういう話が出るか出んかというの、もし出たらやっていた

だきゃええんですけどと思います。 

 それから、もう２点ある、オールあかいわ宣伝隊に中にずっとこれはようわかりました、読

ませてもろうて。一つ香港のあったでしょう、この間の。これ産業か、桃じゃけん。関係ねえ

んか、うちには、総務文教では。総務文教は関係ねえんじゃな。じゃけど桃や何やかんやしょ

うるけんちょっと関係あるかなと思いました、わかりました。よろしい。 

 最後に、８ページのバスの、これ決定ですか。宇野バスの思いどおりで決定です、これ。大

変なことになるんじゃねえかと思うて、岡山行く人やこうはもう困るんじゃねえかと思う、通

勤で。１番は乗れるけど、全部困る。これはどういう考えとん、決定ですか。 

 以上、それだけちょっとわかりゃ簡単で回答よろしく。 

 はい、原田総合政策部長。 
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○総合政策部長（原田昌樹君） おはようございます。 

 北川委員長の御質問にお答えします。 

 まず、最初の有識者会議のメンバーの人選ですが、今回赤磐市の将来人口減少問題に備え

て、将来についていろいろ考えていただくということで、市にゆかりの方を中心に人選をさせ

ていただいております。それと、今総合計画のほうをまちづくり審議会のほうで、御議論いた

だいているので、約半数はまちづくり審議会のメンバーとダブらせていただいております。 

 それで、大学のほうですが、今回新たに入っていただいた曽田佳代子さんは岡大の先生なん

ですが、熊山御出身、それから荒島礼子さんは山陽学園短期大学の准教授なんですが、吉井出

身の方ということで、そういったことで就実が入ってなかったりするんですが、理大がなかっ

たりするんですが、教育分野それから子育て分野ということで、赤磐市にゆかりの方でこうい

った方を人選をさせていただいております。 

 それから、広報でのこういった会議の開催状況のＰＲについてですが、こちらのほうは、広

報のほうで会議の経過等、わかりやすく情報提供のほうをやっていきたいと思います。 

 それから、３ページになりますが、買い物支援・見守り事業でございますが、こちらについ

ては保健福祉部の社会福祉課のほうで対応をしていただくように予定をしております。 

 それから、地域おこし協力隊の募集経費の関係で、来年度何人入れるかということですが、

人数のほうについてはまだ確定しておりませんので、これから調整をしていくところでござい

ます。その採用に向けて……。 

○委員長（北川勝義君） 大体何人ぐらい、大体でええ。２人とか１人とか。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 今のところ２人ぐらいの予定で考えております。 

○委員長（北川勝義君） 予定じゃな。 

○総合政策部長（原田昌樹君） はい、予定でございます。 

 それから、クラウドソーシングの定着事業でございますが、こちらのほうはとりあえずこい

ったものがあるというセミナーをしたり、そういった対応の訓練をするんですが、まだ具体的

に市内のどこの会社が参加しているかというあたりはこれからの話になりますので、まだ具体

化はしておりませんが、実際にこういった講座をする会社のほうが、仕事のほうの紹介も最初

の段階ではしてくれることになっておりますので、そういったところから最初入っていくこと

になると思います。順次、市内でもそういったニーズを拾いながら対応できればというふうに

考えております。 

 それから、資料の５ページでございますが、連携中枢都市圏の形成に向けた事業採択、公共

交通、バスのことにつきましても、こういった中で議題としては取り上げるようにうちのほう

からも話をしてまいりたいと思っておりますので、またそういう議題になれば積極的に発言の

ほうをしていくようにしてまいりたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） 交通等があるからな。バス、宇野バス。 
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○総合政策部長（原田昌樹君） バスのほうですが、宇野バスから先日話がありまして、宇野

バスのほうが陸運支局のほうに話を事前に、うちへ来る前にしてきておりまして、そちらのほ

うではやむを得ないだろうというような話をいただいているというふうにうちのほうは聞いて

おります。 

○委員長（北川勝義君） ９月からやめるんかな。 

○総合政策部長（原田昌樹君） はい、というふうに聞いております。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

○総合政策部長（原田昌樹君） はい、以上です。 

○委員長（北川勝義君） 再度なんじゃけど、１回目のはようわかりました、これはええんで

す、してくれりゃ。 

 僕は、理大へたしか吉井から出とられて、理大の野上さんという教授がおるような気がし

て、ずっと昔の吉井のときの教育長の息子さんで野上の本屋さんというて、本屋さんしょうた

んで、周匝へ家を建っておられるんじゃけど、もう退職しとんかもしれんですけど、今ちょっ

とそう思うたんで、その人も、その人も言うたらおえんけど、ちょっと思うただけで別に知ら

なかったら、両方まちづくりとなっとるというんじゃったらええと思いますんで。 

 クラウドソーシングというのは、あかいわに戻ろうも合わせてじゃけど、市内の会社の説明

会というけど、削除してくれたら、・・・出すとか、例えば言うたんじゃけど、例えば行政じ

ゃそういうことはできるんかな。赤磐市の行政があるでしょ、とかというたらそういうこと可

能なんかな。どんなんですか、こりゃ。 

 はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） これからの検討になるかと思うんですが、例えば中の原稿起

こしをするとか、テープ起こしをするとか、議事録のそういったのを打つのを、逆に言うと出

すのは可能性としてはあるんかなと思います。 

○委員長（北川勝義君） いや、僕、何か言いたかったのは、率先してやるんじゃったら、市

のほうもかんだほうがええんかな、何かやったほうがええんかなと、ちょっと今思うただけの

ことで、何がどうこういうわけじゃねんじゃけど。わかりました。 

 それから、最後です。バス、これは陸事に言うてこられた、陸運事務所に言うんじゃけど、

うちにはいつ言うてこられたん、市のほうへは。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 市のほうへの申し入れにつきましては、８

月11日でございます。その前日に運輸支局のほうに説明に行かれたというふうに伺っておりま

す。また、同日に美作市のほうにも報告に行かれております。 

 以上です。 
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○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。 

 これは言うてきたらもうおえんというこっちゃな。宇野バスがやめます言うたら、はい言わ

にゃおえんわけじゃな、極端な話ししたら。公共交通がそういうなん、前から言よんじゃけど

おかしい。 

 それで、この後の対応はどうされるわけ。９月１日というたら、あとはっきり言って10日ほ

どしかねんじゃねん、２週間ほどしか。別にええんじゃろうか、これで不自由ねんじゃろう

か、皆。一番やっぱりマイナスのところを宇野バスが出しとんじゃろう。乗るんが少ねえとこ

を出されとんじゃろう。参考に聞いとられる、何人というたりするの。徳光参与は聞いとられ

るん。 

 徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 今回の申し入れにつきましては、宇野バス

さんのほうからは、直接この便が何人だったというのは聞いとりませんけども、私のほうも気

になりまして、実際この便の前を走ったりして、どの程度乗客がいるかというのを確認いたし

ましたけども、学生さんが二、三人、それから一般の方が二、三人、このバスには……。 

○委員長（北川勝義君） それはいつの、どこの。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） ６時15分林野駅発の分でございます。この

減便の前に６月に時刻変更を行っておりますが、そのときにいただいた資料によりますと、や

はり人数的には町苅田までは10名程度ということで、少なかったというふうに聞いておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） 町苅田までが10名程度。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。 

 他の皆さんありませんか。 

○副委員長（佐々木雄司君） なければ、ちょっと僕。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） おはようございます。 

 何点か私のほうから御質問させてもらいます。 

 まず、２ページの創生有識者会議なんですが、これについてもう今既に選ばれているもので

すから、これからどうとかこうとかというようなメンバーの入れかえ等々を、これを申し上げ

るわけにはいかないと思うんですけども、ただ人物プロフィールというか、人物の特性に合わ

せて、お話を引いたり足したりしながら、この運営を図っていっていただくような必要がある

と思うんですが、それぞれの特性というようなものは、この会議を主催する側としてつかんで

いただいているんでしょうか。つまり、会議自体を掌握できてるんですかということをお尋ね

をしたいと思います。 
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 あと、３ページ、４ページにわたるんですが、あかいわに戻ろうプロジェクトとあと地域お

こし協力隊の募集経費なんですが、あかいわに戻ろうプロジェクトですけども、オールあかい

わ宣伝隊とかぶるところがあるんじゃないかなと思うんです。オールあかいわ宣伝隊の中で地

域おこし協力隊の御紹介をして、ＰＲ活動をしてもいいわけでしょ。できないことはないです

よね。要するに、交付金100％だから、いただけるものなので、それをこの名目で使ってしま

おうということであれば、例えばオールあかいわ宣伝隊事業のほうで、その事業の見直しがで

きて、こっちのほうで地域おこし協力隊の部分でできるから、あるいは地域おこし協力隊の部

分がそんなにがんじがらめにひもがついて厳しく条件がついていなくて、予算の振りかえとい

うようなものができるのであれば、薄まっているところにその分の予算をつけかえるとか、真

正面からとりに行ってるというか、事業というものを迎えに行ってるなというような印象を受

けたりしております。そういったことが可能なのかどうなのか、要するに交付金の条件という

ものがどうなのかというところをもうちょっと御説明いただけたらと思います。 

 あと４ページあかいわプロジェクト、ごめんなさい、これ佐々木さんのことでもありますよ

ねというようなところでお聞きいただいてもいいんですけど、できるならば差っ引いていただ

いて考えていただきたいんですが、この中で婚活事業というような話があって、若い方をとい

うような、赤磐に戻ってきていただく際の、婚活イベントとかに戻ってきていただく際の交通

費等々という話をしていただきましたけども、どの程度若い方ということで想定されていらっ

しゃるのかなと思ったりします。今こういったようなものを内閣府さんでしたっけ、主体的に

おやりになられているのは、国のほうではたしかそうだったと思うんですが、内閣府さんの統

計では今の若い方というよりはむしろ30代、40代、45、6、7ぐらいまでの未婚、子なしのほう

が問題ではないかというような学識のほうの指摘も出ているわけです。ということになった

ら、若い者というようなものが45歳、46歳、47歳というようなものに赤磐市のほうで当てはま

るような考え方を持っているのか、持っていないのか、これちょっとお尋ねをしておきたいと

思います。 

 続いて、５ページなんですが、岡山中枢都市圏の形成に向けた協議について、目的を見まし

ても、２番の現在の状況を見ましても、今後の予定３番まで見ましても、非常に有益なことを

書いていらっしゃって、これからこういうことをやっていかなきゃいけないというふうには感

じるんですが、しかし赤磐がこういったものに参加をするということになったら、目的を持っ

て参加しなきゃいけません。岡山市さんが主体となって進めるようなものを拝聴申し上げて、

何か歩調を合わせるようなところはないかなということで、受け身のような形ではなくて、赤

磐の課題や赤磐の問題を持っていって、それでここの中で皆さんに御協力をどのようにしてい

ただけるか、同意形成を図っていくのかというところの努力をしていかなきゃいけない。とい

うことになれば、何か目的を持ってこの協議に参加されるんでしょうから、何をしに行くの

か、何を目的と思って行かれるのか、どういった課題を解決しようとしてこの分に参加されよ
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うとしているのか、今そういった考えがあるのであればお聞かせいただきたいと思います。 

 最後になります。ごめんなさい。ちょっと厳しいことを申し上げますけども、バスの件で

す。 

 これ宇野バスさんと連携とれてないっちゅうことですよね、ふだんから。今お話を聞いてお

りましたら、想定できている範囲でした。バスに人が乗っていない、民間企業に当てはめたら

これじゃあ赤字になるだろうと心配にならなかったんですか。普通だったら心配で心配でたま

らないと思うんです。民間企業でこれじゃやれないだろうと、であればどうするのかというよ

うな先手の動きというのはなかった。だから、宇野バスさんはいいよそれだったらみたいな感

じで引いちゃったんじゃないんですか。ということになれば、赤磐市もやったらやりっ放しな

んですかっちゅうような、そういう雰囲気を持たれてるんだとすれば、今後同じような話とい

うのは続出する可能性あります。これをどのように改善していくのか、連携を今後どのように

とって、ふだんから人間関係をつくっていくのか、宇野バスさんの様子をどのようにつかんで

いくのか、思惑をつかんでいくのか、先に運輸局のほうに行かれる前に話つかんでおかなきゃ

いけない話じゃないんですか。厳しいことを言いますけど、多分できてないと思います、行政

のほうが。そこら辺のお考えというのをどのように考えていらっしゃるのか、ちょっとお聞か

せいただきたいと思います。 

 多岐にわたりましたけども、大丈夫ですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田総合政策部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 佐々木副委員長の御質問にお答えいたします。 

 まずは、２ページの有識者会議の件ですが、今回、分野を見ていただければわかると思うん

ですが、教育、子育て、それから労働分野、こういったあたり、それから産業振興の面、農業

はもちろんですけど、こういった分野にかなり力を入れたような人選にさせていただいており

ます。仕事をつくって、人を呼び込んで、赤磐市を元気にしていこうというような思いの会議

でございますので、そういった分野の方にお願いをしてやらせていただいております。 

 人物プロフィール、特性ということですが、この前も第１回の会議を開催しまして、各委員

の方々からいろいろ御意見をいただきながら、会議の運営のほうはさせていただいております

ので、引き続き会議のほうは適切に市のほうで運営をさせていただけるというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、３ページ、４ページ、あかいわに戻ろうプロジェクト、それから地域おこし協力

隊の募集経費が宣伝隊とダブるんではないかと。協力隊の募集につきましては、宣伝隊のほう

でも、募集しておりますというのは話をできる場面ではしていっておりますが、やはり協力

隊、各市町村、全国でいろんなところが取り組んでおりますので、できるだけいい人物を赤磐

へ引っ張ってきたいという思いがありまして、特に募集をこの補正で出させていただいて、し

っかりＰＲをしてということで今回補正予算でお願いをしておりますので、そのあたりはしっ
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かりと、いい人を引っ張ってくるためにもお願いをしたいと思います。宣伝隊のほうでＰＲし

ていく際にも、協力隊募集のＰＲはしていこうとは思ってはおりますが、宣伝隊のほうはどち

らかというと赤磐の特産品なんかのＰＲのほうに重きを置いておりますので、今回地域おこし

協力隊の募集経費という予算を別でとらせていただいて、いい人材確保のためにも補正予算を

お願いしたいと思っております。 

 それから、あかいわに戻ろうプロジェクトの対象の年齢は、特に大学で出ていかれる方が多

いので、そういった方が就職の際に赤磐へ戻ってきて就職していただくのをメーンターゲット

に就職説明会を赤磐市で開催して、その帰ってくるための募集経費の助成なんかもしたいと考

えております。それから、婚活イベントもやっていきますので、それにも逆に帰ってきていた

だいて、赤磐市の人と結婚して逆にこっちへ住んでいただけると非常にうれしいというふうに

も思っております。対象は、ですからメーンは大学卒業生から結婚対象をしていただくあたり

が対象になってきますが、それと首都圏のほうへ出ていった方を赤磐市の出身者でつくる市人

会のようなネットワークのようなものをつくりたいと考えております。そういったものができ

れば向こうへ出ていった方のサポートもできますし、こちらへ帰っていくようなきっかけも生

まれるかなと、将来的に市のそういったネットワークは財産になってくると考えておりますの

で、ぜひともこういったものを手がけていきたいと思っております。 

 それから、岡山市との、資料５ページの連携中枢都市圏の協議ですが、こちらのほう受け身

ということではなくて、赤磐市としてもさまざま課題がありますので、そちらのほうは持って

いきたいと思っております。 

 何をしていくべき、先ほど委員長からもありましたバスの話、駅への乗り入れ、公共交通の

問題もございますし、それから赤磐市には逆に言うと観光面でいきますと泊まれるとこもござ

いませんので、そういった話。それから、救急医療でいきますと、重症患者の受け入れのほう

は今岡山市内のほうの病院へ行っているようなことがほとんどでございますので、そういった

救急医療の問題、医療の問題も含めて、さまざまな問題が出てくると思います。 

 そちらの資料５ページのところでありますが、１番の目的のところの４行目、公共施設、医

療、産業、交通等に関して、こちらが連携する、協力する分野の例示として上がっております

ので、こういったところを、各市町村がそれぞれ抱えておりますさまざまな課題について基礎

調査をした上で協議をしていくということになっておりますので、そのあたりしっかりと赤磐

市の課題をぶつけて話し合いをしていきたいと思います。 

 それから、宇野バスの件ですが、連携はとれていないのかということではお話がありました

が、今回の件、陸運事務所のほうへ行かれて、翌日にはうちのほうにお知らせがありまして、

経営の問題もありますのでどうかということで、陸運支局へまずは相談に行かれたのが実情で

ございます。それと心配にならなかったのかというのは、逆に常にバスの件、心配をしており

まして、宇野バスは民間企業でございますので、実は赤字補填もなく、ほかの路線で上げた収
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益をもってやっていただいていたのが実情でございます。 

 今後は、極端な話、さらなる減便というような話も可能性としてはあると思いますので、そ

の辺あたりも、先日宇野バスの社長がこちらへ来庁された際に、そういった話もしっかり頑張

っていただいておるので感謝しておりますという話を申し上げるとともに、今後についてもい

ろいろ御相談させてくださいねということでお話はさせていただいておりますので、この辺し

っかり人間関係をつくって対応していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。佐々木委員、よろしい。 

 他にありませんか。 

 なければこれで総合政策部のほう終わりたいと思います。 

 続きまして、総務部の説明願いたいと思います。 

○総務課長（入矢五和夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、入矢課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 総務部からは、まず27年９月の定例議会の上程議案の案につい

て説明をさせていただきます。 

 総務課のほうから３件ございます。 

 まず、１点目が赤磐市一般職の任期付職員の採用に関する条例の一部を改正する条例につい

てでございます。総務部の資料のほうをごらんください。 

 １ページ目でございます。 

 こちらにつきましては、専門的な知識や経験を有する者を一定期間任用する、これが任期付

職員というんですけれども、そのうち高度な技術、知識が必要な業務を遂行する者について特

定任期付職員として任用できるよう、国の法律に準じて条例の一部改正を行うものでございま

す。 

 特定任期付職員の必要性について少し詳しく説明させていただきます。 

 市では、特定任期付職員として法曹資格者――弁護士ですけれども――の任期付採用を検討

したいと考えております。 

 業務内容としましては、主に政策法務を担当し、公正な業務の推進、コンプライアンスの強

化、業務の効率性の向上を目指します。 

 地方分権一括法によりまして廃止された機関委任事務は、自治体の事務として整理されまし

て、法令の範囲において自治体による条例制定が可能になりました。このような時代にありま

して、住民のニーズや地域の課題を的確に把握するとともに、その実現や解決を図っていくた

めに、自治体職員には政策形成能力、法令を正しく読み書きする法制執務能力は言うまでもな

く、法の運用、解釈により、より地域に適合した政策を実現していく能力が必要となっており

ます。法律や条例など課題解決、政策実現の手段と捉え、そのためにどのような例規の作成、
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運用等が必要かを検証し、的確に業務を実行する政策法務を進めるため、そのスタートとし

て、任期つき弁護士を任用して、常に法的根拠を意識できる職員の指導育成を図り、地域の実

情に合った独自の条例の制定や地域の実情に合った法令の自主解釈を活用することで、今後の

地方創生戦略等を見据えた特色ある行政が推進できると考えています。 

 赤磐市には別に顧問弁護士を任用しておりますが、任期つき弁護士を任用している他団体で

も、大半は顧問弁護士と併用しておりまして、困難な事案や訴訟等の対応は顧問弁護士のほう

が行います。任期つき弁護士には顧問弁護士とのパイプ役として、各段階の課題の詳細を確

認、検証し、要点の整理や資料作成等も担っていただきたいと考えております。 

 顧問弁護士への相談は予約が必要で、時間的制約等もございますけれども、任期つき弁護士

が法律の専門家として常に庁舎内におり、担当課の職員が一緒に調べ、考えることで、それぞ

れ職員が自信を持って法的根拠に基づく明確な説明が行え、市民の安心や市の信頼にもつなが

り、法的な問題を解決するプロセスを体験することで、法的センスや思考能力を身につけてい

くことが期待できると考えています。 

 また、住民福祉の向上を念頭に、各地域また市全体が抱える課題の法的解決方法を探ること

が大きな目的の一つでございますが、法律の規制があるからできないというようなことより

も、法律をどのように運用すれば事業が進められるかを積極的に考えていくのが政策法務の考

え方でありますので、事業を通して市民の方々にもしっかりメリットを感じていただけるので

ないかと考えています。 

 施策法務に関連して、業務的には次のような業務を行うこととしております。市の施策にお

ける法的妥当性や法令適合性の検証、職員からの法律相談に対する助言、指導、条例規則の制

定、改正の法的解釈、それから業者との契約書や仕様書、官民の連携事業等における協定内容

の法的見地からの確認、債権の管理や回収に関する相談、行政不服審査業務、その他通常業務

等も行っていただきたいと考えています。 

 次に、改正の主な内容でございます。 

 １つ目が、給与に関する特例として、特定任期付職員の給料月額は通常の給料表によらず、

１号から７号まで、具体的には37万1,000円から82万9,000円の範囲で経験や職務内容に応じて

決定することとなります。 

 次に、それによることが困難な場合は給料月額に上乗せして支給ができるということです

が、こちらは国の制度と同じように書きぶりをさせていただこうと考えているんですけれど

も、国のほうでは相当高度な医療職等が想定されております。 

 次に、特に顕著な業績が認められた者につきましては、給料月額に相当する金額を手当とし

て支給できる。次に管理職手当、超過勤務手当、扶養手当、住居手当、夜間休日勤務手当は支

給はされません。また、昇給もございません。年俸制のようなイメージでございます。 

 最後に、勤勉手当は支給しませんけれども、期末手当として年3.15カ月分を支給することと



- 16 - 

させていただきたいと考えています。 

 それから次に、(2)番、赤磐市個人情報保護条例の一部を改正する条例についてでございま

す。 

 こちらは、マイナンバー制度の導入により、個人番号の含まれる個人情報――これ特定個人

情報というんですけれども――の取り扱いについて国の行政機関個人情報保護法の改正に準じ

て市の条例のほうを改正をするものでございます。 

 主な内容としましては、特定個人情報の利用や提供に関する規制、目的外利用の禁止、情報

提供は法で定めた者に限るというような文言を入れさせていただきたいと考えています。 

 それから、庁内における業務の連携。国の省令で定められている業務は、庁内各課のほうで

連携が可能となることでございます。 

 次に、開示、訂正、削除、利用中止の請求に関する項目でございます。 

 ３ページ目でございますが、法定代理人などのほか、原則として請求者から委任を受けた代

理人、任意代理人も請求ができることとさせていただきます。 

 最後に、情報提供等記録。これは、いつ誰が何を利用したかという履歴でございます。それ

の取り扱いにつきましては、情報提供等記録、済みません、情報提供記録のところ等が抜けて

おります。申しわけございません。情報提供等記録は、削除、利用中止は想定されないために

請求できませんが、訂正があるときには国また提供元、それから提供先等へ通知して、誰が何

を利用したかというのは全て同じ情報をそれぞれが持っておくというような制度でございま

す。 

 続いて、(3)番、赤磐市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例についてでござい

ます。 

 こちらは、今年10月から公務員の共済年金が厚生年金に統一されることになっております。

こちらに伴いまして、特定警察職員等の取り扱いに関して、引用する根拠法令を地方公務員等

共済組合法から厚生年金保険法に変更するものでございます。 

 内容的な変更ではないんですけれども、特定警察職員等、これは消防司令以下の消防職員が

該当します。赤磐市では消防長を除く消防職員が該当しますけれども、こちらの年金の支給開

始年齢の段階的引き上げが他の職員と比べて６年後となるというものでございます。 

 それから次に、２番でございます。 

 平成27年度の赤磐市一般会計補正予算（第２号）につきまして、まず総務課関係でございま

すが、１つ目が住民情報システム運営管理事業で社会保障・税番号、マイナンバーでございま

す。マイナンバー制度に関しまして、通知カード、個人番号カードの交付関連業務を地方公共

団体情報システム機構、こちらに委任して行うための費用でございます。国庫補助全額という

ことになります。 

 また、システムの利用環境整備に伴うセキュリティーの強化のためにファイアウオールを導
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入するための費用でございます。通知カード、個人番号カードの関連事務の委任交付金としま

して1,552万2,000円、それからファイアウオールのシステム保守等委託料が330万5,000円、合

計で1,882万7,000円となっております。こちらに伴う歳入でございますが、個人番号カードの

交付事業費補助金としまして1,552万2,000円ということになっております。 

 総務課からは以上でございます。 

○くらし安全課長（歳森正年君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○くらし安全課長（歳森正年君） 資料の４ページのほうをごらんいただきたいと思います。 

 今回の補正は避難所設置促進事業補助金を活用しまして、福祉避難所の設置促進を図るた

め、避難所の設置に必要となる災害時要援護者の避難生活に要する物資等の確保を図るため、

補正予算を計上するものでございます。 

 まず、歳出ですが、消耗品費として12万9,000円と備品購入費の87万2,000円で合計100万

1,000円でございます。歳入は、対象事業経費の２分の１となりますので、避難所設置促進事

業費補助金として100万1,000円の２分の１の50万円を計上いたしております。 

 次に、３番のその他のほうに入らせていただきます。 

 まず、平成27年９月19日に交通安全推進大会の開催を予定しております。場所は中央公民館

２階大集会室で、午後１時30分より行う予定でおります。内容につきましては、感謝状の贈呈

とか講演などを考えております。詳細につきましては、交通安全対策協議会が８月20日に開催

されますけども、その決定の後、議員の皆様には御案内をさせていただきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

 それから、次のページのチラシのほうを見ていただきたいと思います。 

 平成27年度協働のまちづくりフォーラムの開催についての御案内をさせていただきます。 

 開催日は平成27年10月３日土曜日、中央公民館２階大集会室で午後１時30分から行います。

第１部基調講演としまして、「みんなで取り組む私たちのまちづくり」と題しまして、相模女

子大学教授の松下啓一さんに講演をしていただきます。その後、第２部としてシンポジウムを

行います。コーディネーターとしましては、赤磐市協働のまちづくり事業検討委員会の委員長

の小川さんにお願いしまして、パネリストとして桜が丘西連合町内会会長の笠倉さん、まちづ

くり夢百笑運営協議会会長の歳森さん、ＮＰＯ法人岡山県自閉症児を育てる会代表の鳥羽さん

に参加していただきます。アドバイザーとしましては、講演していただきました松下さん、オ

ブザーバーとして市長に参加していただきます。 

 このフォーラムにつきましては、広報の９月号、それからホームページでお知らせさせてい

ただきたいと思っております。議員の皆様にはぜひとも御参加いただければと思っておりま

す。 

 それから、その次にめくっていただきまして、要望書というのがあるんですけども、先月の
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委員会でお知らせをさせていただきましたけども、赤磐市交通安全対策協議会のほうから県に

対しまして、市内で危険と思われる箇所の交通安全施設の整備の要望を提出させていただきま

した。その際の要望書の写しと図面のほうを添付しておりますので、またごらんいただきたい

と思います。 

 それから最後に、資料のほうはつけてないんですけども、避難所行動要支援者名簿の作成に

ついての御連絡をさせていただきます。 

 災害対策基本法の改正によりまして、市のほうに避難行動要支援者名簿の作成というのが義

務づけられております。これを受けまして、来年度名簿作成に向けて協議を進めていきたいと

考えております。今後の予定としましては、自治連合会、区長、町内会、民生委員会などに報

告をさせていただきまして、御協力いただきながら進めていきたいと考えております。 

 また、名簿作成には多くのデータを利用して作成していきたいと考えておりますので、シス

テムの導入を考えております。来年度当初予算にシステム導入の予算計上のほうを検討してい

るところでございます。 

 くらし安全課から以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明終わりました。 

 ここで、11時10分まで休憩とします。 

              午前11時０分 休憩 

              午前11時10分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 ただいま執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん質疑がありましたら質疑を受けたいと思います。 

 何か質疑はありませんか。 

 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 済みません、私のほうからお尋ねを申し上げます。 

 １ページ、２ページ、任期つきの職員の採用に関する条例の一部を改正する条例についてと

いうことで、要するに法務担当の職員を雇いましょうということで、以前からうわさ程度には

耳にはさせていただいておりまして、私なりの意見というようなものを持っていたものですか

ら、質問という形でぶつけたいなと思うんですが。 

 その前に、まずこういった任期つきであっても法務を担当する、政策法務を担当する職員を

お雇いになられるというのは、赤磐市の発展のためには必要なことなのかもしれません。すば

らしいことなのかもしれません。しかし、限られた財源、限られた税金の範囲の中で新たなこ

とを始めようということになれば、それ相当に考えていかなければならないというところはお

感じいただけるところなんだと思います。こちらの中で、つまり費用対効果というような話に

なってきた場合に、限られた予算の中でこれに対処する方をお雇いになられて、いろいろ新し
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く始めることであっても効果を出せるように取り組んでいくんだということで、２ページ目の

ところに１番から７番ということで書いていただいてます。 

 この中で私、率直に感じるんですけど、３番、条例規則の制定、改正の法律、解釈等、これ

東京に聞いたらわかる話じゃないんですか。法律の運用であるとか、制度の運用とかというの

は所管する省庁があるわけですから、そこの担当者に、こういったことを考えてるんですけど

どうですかとお尋ねになられたら教えてくれます。それがなぜできないのかなというところが

１点。 

 あと５番、債券の管理、回収に関する相談。これ裁判所の命令で差し押さえしたりとかとい

う話じゃないでしょう。行政のほうで、例えば市税の滞納とか固定資産税の滞納とかというこ

とになったら、市役所の範囲の行政の対応じゃないんですか。ここのところを何で法律の、要

するに裁判所の執行権みたいなものに頼らなきゃいけないのかなあというようなところが、私

のほうでわかりませんよというところ、この２点です。 

 あと、何より気に入らないのが、これ私見なんで、聞き流していただくんであれば聞き流し

ていただいてもいいですし、一意見だというふうに重く受けとめていただいてもいいんですけ

ども、私気に入らないんです。というのは、申し上げるまでもなく、我が国は三権分立という

ことで司法、立法、行政ということで、それぞれがそれぞれを牽制し合うというか、補完し合

いながら、それでいてバランスよく保っていきましょうというような我が国の体制があるわけ

です。そういう中で、赤磐市がこれから何か新しくするときに、所管する事業とか法律を持っ

ている霞ヶ関にお伺いを立てずに、赤磐市が勝手に法的な解釈みたいなものをひもといてき

て、何かつくり上げていく、独自性を出していくというのは、私は違うんじゃないかなと。こ

れはガバナンスの問題です。そこら辺どのように考えていらっしゃるのか、お聞かせいただけ

る部分があるんであれば聞きたいと思いますし、僕はやっぱり地方と国の関係上、この国にガ

バナンス統治権というようなものがあって、地方分権というような制度が今ある中で、まだこ

れから道州制の議論も、地方分権がどのような形に移行していくのかというところの目標すら

も出ていない段階で、余りにもミスリードじゃないかなと思うんですよ。 

 これは僕の私見なんで、聞き流していただいてもいいですし、一意見として重く受けとめて

いただいてもいいんですが、それを踏まえて３番、５番、この２つについて解釈を御説明いた

だいていいですか。 

○委員長（北川勝義君） 執行部から説明願います。 

 はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） まず、御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、３番目条例、規則の制定、改正の法律解釈等は国に聞けばよいのではないかというこ

とでございます。 

 こちらにつきましては、先ほども少し説明をさせていただいたところなんですけれども、地
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方分権の一括法の廃止から市で独自で進めていかなくてはいけない業務というのが出てきたと

いうことで、義務づけ、枠づけ、そのあたりが前も見直しされた、例えば施設などの設置の管

理基準、こちらについても国の政令から自治体の条例に委ねられるというふうに変わったよう

なこともございます。自治体に自己決定権というのが拡充されているというふうに考えます。

先ほど言われたように、国からこの法律が変わったからそれに基づいて条例を直すというもの

でしたら、当然国のほうからもモデルのような条例案が示されたりするようなこともございま

すが、今後は独自にしていかなくていけないようなもの、自分とこで考えて事業を進めるため

に必要なものというのが出てきているというふうに考えますので、必要だというふうに思って

おります。 

 それから、５番の債権の管理、回収に関する相談。こちらについても、職員それぞれ勉強し

ながら法律等も確認してここまではやれる、これはやってはいけないというようなことも当然

考えてはいっておるんですけれども、そのあたりを助言、指導いただけるような者がおりまし

たら、自分の中でも整理ができますし、考え方というか育成、指導という意味で大変役に立つ

んではないかというふうに考えますので、こちらも絡んでいただきたいというふうに思ってお

ります。 

 三権分立のことを言われましたけれども、市の職員として市の立場でその知識を持った職員

の方に活躍をいただくという意味で任用を考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 委員の皆さんにもお願いしておきます。 

 よく御理解できておると思うんですが、８月はこれは９月の定例議会の前なので、今ぐらい

なぐらいで、それ以上余り、余りというたらおかしいが、大事なとこ入りゃあええんですけ

ど、事前審査になったりすることがありますんで、そのことをちょっと把握していただいて、

聞き流すんじゃありません、聞き流せ言よんじゃありません。聞いていただきゃあええんです

けど、ここまで踏み入るとこだけ少し考えていただきたいと思いますんで、よろしくお願いい

たします。執行部のほうも簡単、明瞭に答えれるだけのことをというんですか、答えていただ

きたいと思います。これは９月の委員会でも当然話題になってくるんじゃないかと思いますん

で、よろしくお願いいたします。 

 佐々木委員、よろしいか。 

 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） ごめんなさい。任期つき弁護士を任用しているほか団体でもと

いうことなんですが、どういった団体があるのかというところを、もし今資料でお持ちなので

あれば、どういったところが任期つき弁護士を任用していらっしゃるのか教えていただけたら

と思います。 

 要するに全体的なお話を聞かせていただきますと、職員の方々の知識、見識のレベルアップ

を図るためにも、こういった専門職の方との共同での業務というようなものが好ましいのでは
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ないかなということなんですけども、他方、市役所ではＯＪＴのシステムを組んで、職員研修

とかセミナーとかお受けになっていただいてると思いますけども、そこら辺の重複の関係はど

のように考えていらっしゃるんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 他団体の状況でございますけれども、こちら任期付職員が今全

国的にもふえております。ただ、昨年までの状況でございますと、全国では市町村レベルでは

60名程度が任用実績ということで、近隣でいいますと、岡山市さんが採用されております。あ

と非常勤で短時間というような、訪問弁護士のようなイメージで非常勤で任用されている他団

体はもっと数多く、瀬戸内市さんを含め数多くあるというふうには聞いております。 

 次に、研修の関係でございます。今後、今、もし任期付弁護士さんに来ていただくんだった

ら、当然その研修なんかはしていただくということでございます。ただ、専門的な研修につい

ては法律だけでなく、税とかそれぞれ受けている状況でございますので、そちらについてその

法律の見地だけでなく、全体的な業務の専門研修というのは今後も進めていく必要があるとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 ちょっと待って、再度確認。もう決めとりゃへんのじゃろ、誰じゃというて。もうこれ出し

たんじゃんけ、もう弁護士は実は下山弁護士、北川弁護士決めたというんじゃねんじゃろ。先

走って、そういうなんがようあるから、そりゃねんでしょ。再度確認、市長、ねんでしょ。そ

りゃあ、まだ、決まってねんでしょ、それだけ。 

 市長。 

○市長（友實武則君） これは、基本的に公募によって選考採用を考えておりますので、特定

の候補の方がおられるわけではございません。 

○委員長（北川勝義君） わかりました、ありがとうございました。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 特定任期付職員、弁護士ですけど、ちょっとお聞きしたいのが、常駐

なんでしょうけど、どっかに常駐でずっと、例えば普通の職員と同じように、何時から何時ま

でここにいますよとかというのはあるんでしょうか。 

 また、給料の件が出ておりますけど、基本的には本来の弁護士の仕事をほかに個人的にされ

ると思うんですけど、そういう兼務もオーケーなんでしょうか。その辺ちょっと確認したい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） まず、常勤の関係のお話でございます。 

 普通の職員と同じように、勤務を公務員としてしていただきます。 

それで兼業の関係でございますけれども、兼業は当然禁止でございますので、正職として
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雇わさせていただきます。任期があるというだけで、正職と同じ取り扱いなんで、はい。ただ

弁護士バッジはつけていただくというか、弁護士の資格は持っとってもらって、そちらの研修

なんかには参加をできるような配慮はしたいというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 再度口を挟むようなんじゃけど、通常勤務を公務員と同じようにす

ると、そしたら部屋じゃけど、場所というたら、そんな具体的な話じゃねんじゃけど、小寺さ

ん出向で来られとらあな、今、というて場所があらあな。例えば弁護士相談じゃねえけど、そ

ういうような部屋みたいなとけえへおるんかな、箱の中というたら言い方悪いけど、みんな

と、総合政策部とか総務部のとこへ一緒におられるんかな、どんなんかな、こりゃ。 

○総務課長（入矢五和夫君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 机というイメージでございますが、通常の職員と同じように座

っといて、相談なんかしやすい雰囲気で一つの部屋に一人おるようなイメージでは今んとこは

ないんですけども、今後は検討せにゃあいけんと思います。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。それとまたもう一点。 

 これとは関係ない、顧問弁護士がおったり、法律相談があるでしょう。早い話が法律相談に

は乗らんということじゃな、こう考えときゃあええわけじゃな。地方自治体の行政の仕事の関

係のをやるという、法的なことをやると考えりゃええわけじゃな。極端な話ししたら、違うん

じゃけど、赤磐市のほうが募集を例えばして、一般募集でもええんじゃけど、特別募集で、公

募でも職員を募集するときに弁護士資格を有した人で弁護士の資格でというような話じゃな。

というような仕事をしてもらうと考えりょうらええわけじゃな。僕とか市民相談とき一緒に法

律相談やこうで、私も助言してやるというそのようなんじゃねえわけじゃな。どんなですか。 

 課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 現在は、先ほど列記させていただいたような業務を中心にさせ

ていただきます。当然市民の方への説明とかというときには直接お話をさせていただくことも

あると思いますが、今のところはそういう扱いで考えています。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。途中、済みません。 

○委員（松田 勲君） ちょっと聞きたかったことを聞かれたんですけど、例えば余りこれ入

っちゃいけんと思いますが、例えば佐々木委員が言われようたけど、僕はもっと早く入れるべ

きだと思ったんです。よその研修に行ったときにもそういう話は出てましたし、例えば議会が

基本条例も出しましたけど、いろんな条例を出そうとしたときに、やっぱりそういった方がお

られるとおらんとは全然違うと思うし、例えば赤磐市議会として環境美化条例をもうちょっと

僕は個人的に思うんですけど、それを例えばこういうように罰則規定を持ってほしいんだとい

う話をつくるとしたら、そういったときに相談はできるんでしょ。議会としても使うことがで
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きるかどうか。 

○委員長（北川勝義君） そりゃそうや、議会も使えにゃおえまあ。 

 課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 当然、そういうことでそれにはお答えしませんということはな

いと思うんで、疑問があったら普通の職員と同じように聞いていただいて答えれることは答え

をさせていただけると思います。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 今、お話の中でおやっと思ったんですが、今市長のほうは公募

をされて選ぶんだというふうにおっしゃられた、はなからバッジをつけていらっしゃるという

ことは弁護士会に登録されている方なんですか。その方を求めるということなんですか。弁護

士会はそれでオーケーしているんですか。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 弁護士会のほうにも確認をしております。バッジをつけていた

から国選弁護人になるとか、そういうもんではないので、弁護士の資格を持った状態で来てい

ただくと、だから弁護士会に登録した状態で来ていただくと、弁護士の仕事はよそではしては

いけないということで、進めたいと考えています。それは弁護士会のほうにも確認をして、そ

ういう方は多いということは聞いております。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） いやいや、まさにそこのところなんですが、弁護士法によりま

すと、弁護士会に登録を受けている者が弁護士として活動ができると書いているわけです。こ

れ弁護士法何条かわかりませんが、書いてるわけです。ということになったら、その弁護士会

のほうで登録を受けている者が弁護士会の活動をせずに、一切離れて行政のお仕事をするとい

うことを、果たしてお認め、要するに二重職を持つわけです。弁護士会に登録されている弁護

士としての身分と、あと行政のほうの職員の身分と２つ持つわけです。これで本当に法律的に

クリアできているんですか。 

○委員長（北川勝義君） できとんじゃろう。 

○総務課長（入矢五和夫君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 弁護士会のほうにも、当然確認はさせていただいております。

弁護士の資格を有した状態、弁護士会費とかもそりゃ当然本人さんは払うようにはなるんです

けれども、弁護士の図書というかそんなんが確認できたり、弁護士会の主催する各種研修で知

識を広めたりすることが弁護士会登録を残しとったらできるということで、弁護士会としても

法曹資格者イコール弁護士と思っといてくれというふうなお話もいただいておりますので、そ
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ちらのほうについては弁護士の資格を持った方にというふうに思っております。 

○委員長（北川勝義君） 今、いろいろなことで弁護士というんか、要するに有資格者をふや

すというのは法曹界のほうふやしてきとらあな、今経験でいろいろの、じゃから岡山でもなか

なか食べていけれん弁護士もおられるけん、割にようけ来るかもしれんな。それをここのほう

が、ようけ来るというのはちょっと言葉悪いんじゃけど、したときに選別するほうじゃな、市

長初め、公募で来ても、僕はちょっと今公募という言葉があったから、あえて聞きょんじゃけ

ど、皆司法試験受かって立派な人じゃと思うんじゃけど、研修して立派な人じゃけど、やっぱ

り来て、せっかくのこれだけのお金払ろうて、これだけの事業で来ていただくんじゃったら僕

は公募もええんじゃけど、公募の中に条件、僕が思よんのはよりええ人が来てほしいから言よ

んで、若けえ人もええんじゃけど、ただ言うたら、弁護士の協会のほうから何か推薦状をつけ

てもらうとか、例えばの話、10人来たとしましょう、公募が、そしたら選びにきいが、この人

がええんじゃねえかと、こういうて言うたりするほうがええんかなと思います。そこまで、先

のことじゃろうけど、今後やるときには、慎重に、せっかくのお金を使うてやられてやるんじ

ゃったら赤磐市に財産になるような人が来てほしいと思うんじゃ。岡山市やこうどんな人が来

とんか、40や50の人は来てなかろう。岡山市は何歳ぐらいの人が来とん。瀬戸内は非常勤、岡

山市。知らんのんか。ただ聞いただけか、おめえそこまで聞いとけ、何ぼぐらいの人か。やっ

ぱり、変な言い方しょんじゃのうて。 

 はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 岡山市の方は比較的若い方だったと思います。30代とかだと思

います。 

○委員長（北川勝義君） わかりました、よろしいです。 

 他にありませんか。 

 総務部の全体を通してよろしいですね。 

 これ１個僕が思うとん聞かせてえて、３ページのとこのマイナンバーの330万5,000円がこれ

は、交付税でまた来るんかな、翌年度とか。 

○総務課長（入矢五和夫君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） こちらにつきましては、国からの指導でセキュリティーの強化

ということで、年金問題とかがございまして、国からしっかりファイアウオール等整備しろと

いうことで、比較的ちょっと高価な物をつけさせていただくんですけれども、お金については

出ない、今んところ。 

○委員長（北川勝義君） いや、違う、違う。じゃあから、これほんなら書き方違おう。 

 僕に言わせて。 

 ３ページ見てみ、おめえ。カードの交付関連業務、委託も費用じゃろう。共同団体するとい
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うてこう書いて、システム保守委託料とは書いてねえけどな。交付関連業務じゃろ、国庫補助

10割というて書いとるけん、もう100％かというたら、国庫補助じゃねえがなと、じゃけえま

た次の年でも来るんかという。国庫補助じゃ1,552万2,000円が国庫補助だけじゃろ。ここへ、

書いとんのは、カードの交付関連業務を地方公共団体情報システム業務委託を行うための費

用、国庫補助10割と書いとるけえ、これもなるんかなと、システム保守を踏まえるんかなと思

うた、どんなんかなと思うて。ちょっと言葉の解釈のしにくかったんで言よん。 

○総務課長（入矢五和夫君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 失礼しました。書き方がよくなかったかもしれませんが、その

国庫補助10割の下にセキュリティーの強化のためのファイアウオールを導入するための費用と

いうふうに書いてございます。こちらのほうがシステム保守と委託料で330万5,000円、こちら

については歳入のほうがあるというふうにはまだ何も。 

○委員長（北川勝義君） 100％じゃありゃへんが。 

○総務課長（入矢五和夫君） だから、その上の委託交付金のほうだけです。失礼しました。 

○委員長（北川勝義君） わかった、わかった。 

 それから、もう一個なんじゃけど、くらし安全課が今言われた10月３日のことで、これ決定

らしいというのを聞いたんじゃけど、僕がちょっと聞いとんでは10月３日の日にはチャリティ

ーツーリング ベッキオバンビーノが３日にやられるということで、ドイツの森を休憩所とい

うて使うたというて、テントも出すんじゃねえかという話が出とん、こうなったり、今さらけ

ちをつけよんじゃねえよ、協働のまちづくりやってもらりゃええんじゃ。僕は、市長、バラン

スをとってほしかったというのを言いたかったわけ。農繁期で忙しいときになるんじゃけど、

そんな農繁期の話は別個として。ひかり幼稚園の運動会が９時からあって、今言うチャリティ

ーツーリング ベッキオバンビーノ、産業とか商工は全部出るんじゃねえかと思うて、吉井支

所とかというたら、そういうなんがあったり、するときに協働まちづくりは１時半からやって

というのは、何か物すごう重なってくるようなんは仕方ねんかもしれんのんじゃけど、ちょっ

と考えりゃあえかったんかなと思うて、けちをつけよんじゃねえけど。皆さん来てくれ言うけ

ど、どっち行こうかと思うたりなったりするんじゃねえかなとちょっと今そう思うたんです。

こういうこともほかにもあるかるかもしれんじゃけど、調整やこうはもうねんですか、協働ま

ちづくりはこれ決まったけんこういうもんでこうやるんじゃと、こうだけで、おしまいかな。

おしまいかな言うたらおえんけど、中の内容やこうには全然言よんじゃねんよ、シンポジウム

とか、そういうようなことは一切言よんじゃのうて、日程のことはちょっと今思うたんじゃけ

ど。別にええんじゃけど、その答えんでええんじゃけど、ちょっと今ほかのこともあるんじゃ

ねえかと思うたんで。 

 よろしい、よろしい。決めたらチラシまでして、折り込みをしとんのどうこう言うんじゃね
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んじゃけど、やっぱり、例えば吉井の場合じゃったら、運動会とかというんで、小学校の運動

会はいつするというて、春に皆すりゃあええと、いやこりゃおえんとか秋はおえんとかという

て、こうやっていろいろあるんです。農繁期の関係もあったりして、話し合いしてやったりし

ょんで、そこら辺もあるんで、ちょっと考えたほうが、今後ええんかなと思うて、今、一言言

いたかった、よろしいです。 

 それでは次に、財務部の説明を願いたいと思います。 

○財政課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 財政課長。 

○財政課長（藤原義昭君） それでは、財務部の資料をごらんになっていただきたいと思いま

す。 

 財政課からは、平成26年度赤磐市の健全化判断比率について、それから次回の９月補正に計

上いたします歳入歳出を載せていただいております。 

 １ページをごらんになってください。 

 財政健全化法につきましては、平成19年６月に財政の悪化が進む地方公共団体の早期健全

化、それから財政の再生を目的に成立をしまして、それ以後、毎年、監査委員さんの審査に付

しまして議会に報告をし、公表をさせていただいているものでございます。 

 １ページの資料につきましては、平成25年度との比較をさせていただいておりまして、26年

度の一番左、ここを見ていただきたいと思います。 

 １の実質赤字比率でございますが、平成26年度においては、実質赤字は生じておりませんの

で、横棒で表示させていただいております。 

 ２の連結実質赤字比率でございますが、こちらも普通会計以外の会計を加味しても26年度に

おきしましては、赤字が生じておりませんので横棒で表示ということでございます。 

 続きまして、３の実質公債費比率でございますが、26年度は9.2％算定されております。 

 それから、次の４でございますけれども、将来負担比率につきましても、25.8％という数字

になっております。 

 次に、２ページをごらんになっていただきたいと思います。 

 資料２ページの上段に健全化の段階、それから各段階の基準数値、それから対象となります

会計等を説明させていただいております。 

 中ほどにあります早期健全化基準でございますけれども、実質赤字比率と連結赤字比率につ

きまして、各市町村の財政規模によりまして異なっております。赤磐市におきましては、実質

赤字比率につきましては、12.95％、これは１ページに書いてありますけれど、１ページのち

ょうど中ほど、26年度の真ん中の行でございます。計算によりまして12.95％を超えますと早

期健全化団体ということになります。 

 それから、連結の実質赤字比率につきましては17.95％ということになっております。実質
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公債費比率と将来負担比率につきましては、これは全国共通でございまして、２ページにお示

ししていますように、市町村につきましてはそれぞれ25％、それから350％ということが定め

られております。 

 次に、財政再生基準と、もう一つの上の段階になりますと、これは全国共通でございまし

て、２ページの中ほどの表を見ていただきますと、実質赤字比率、これが20％、連結赤字比率

が30％、実質公債費比率が35％ということで定められております。 

 次に、３ページを見ていただきたいと思います。 

 こちら計算式を記載させていただいております。一番上の実質赤字比率でございますが、一

般会計と普通会計ですけれども、実質赤字額を標準財政規模で割った数字でございまして、

26年度におきましては、赤字が出ておりませんのでマイナスということになっております。マ

イナス6.82％ということで、横棒という表示になっております。 

 ２番目の連結実質赤字比率でございますけど、これにつきましては、一般会計及び特別会計

におけます実質赤字等を標準財政規模で割った数字でございまして、26年度におきましては、

同じくマイナス29.38％ということになりまして、横棒ということになります。 

 次に、実質公債費比率でございます。 

 この比率につきましては、一般会計、特別会計、一部事務組合、広域連合を含めましたもの

で判断いたすものでございまして、計算式によりまして、26年度の場合は書いておりますとお

り８％ということでして、ここの数字だけは過去３年間の平均値をとります。その下に書いて

おりますように、24年、25年、26年の平均値を出しております。24年度が10.6、25年度が

8.9、26年度が８％の平均値9.2％が実質公債費比率ということでございます。 

 最後ですけれども、将来負担比率でございますが、この比率につきましては、今の数字にさ

らに公社や第三セクターを含めたもので判断するものでございまして、計算をしますと、こと

しの場合は25.8％となります。 

 ２ページに戻っていただきまして、上段に地方財政の健全化に関して載せております。４つ

の比率から自治体財政の健康状態を判断されることになります。その後の措置はこれらの比率

のうち基準を超えますとイエローカードとなり、財政健全化計画をつくることが義務づけられ

ます。自己努力によって財政の回復を図る段階になります。これでよくなればいいんですけ

ど、さらに状況が悪くなって次の段階の基準を超えますと今度はレッドカードになり、財政再

生計画をつくらなければなりません。財政健全化計画は、議会の同意だけで済んでいたもの

が、財政再生計画なりますと総務大臣の同意を求めるようになります。 

 今まで述べていたように、財政の健全に関する法律では、まず全ての自治体が毎年この４つ

の比率を監査委員の審査に付した上で議会に報告し、公表することが義務づけられておりま

す。 

 以上で健全化判断比率の概要につきまして報告を終わらせていただきたいと思います。 
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 これから、また表紙のところに戻っていただきまして、９月補正に計上させていただきます

財務関係の数値を報告させていただきたいと思います。 

 債務負担行為の追加といたしまして、統一的な基準による地方公会計マニュアルが公表さ

れ、新基準で財務書類のバランスシートを作成するための固定資産台帳を整備する必要があ

り、資産調査及びシステム改修をする固定資産台帳整備事業に平成28年度までの経費1,772万

3,000円の負担行為を追加するものです。 

 歳入におきましては、地方特例交付金、これにつきましては住宅借り入れ等、特別控除の減

収分に対して交付されるもので、当初予算から比較しますと224万円の増額、決定額は3,424万

円でございます。 

 地方交付税につきましては、当初予算から２億2,660万2,000円の増額ということでございま

して、これも増額補正をさせていただきたいと思います。 

 それから、地方交付税の不足分の一部を補填するという目的で発行されます臨時財政対策債

につきましては、発行可能額が確定したことから5,671万2,000円の減額となっております。 

 財政調整基金繰入金は財源調整のため１億3,000万円を減額するものです。 

 歳出の予備費におきましては、台風11号により発生した緊急を要する災害復旧に予備費を充

当し、その予備費を当初予算額の5,000万円持つとともに全体を調整するために3,925万

9,000円を増額することとしております。 

 以上、簡単ですが、財政課からの報告をさせていただきました。 

○委員長（北川勝義君） 続きまして管財課。 

○管財課長（高橋浩一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○管財課長（高橋浩一君） 管財課から平成26年度赤磐市土地開発公社の経営状況について御

説明いたします。 

 財務部資料の４ページをごらんください。 

 ９月の定例議会におきまして、地方自治法第243条の３第２項の規定により、赤磐市土地開

発公社の経営状況について御報告させていただくこととしております。 

 ６ページの事業報告では、赤磐市からの要請により土地の売却事業を行い、事業実施に係る

26年度の借入金はありませんので、借入金償還額571万円を返済後の借入金残高もゼロ円とな

っております。土地造成事業収益は、仁堀工業団地の土地3,145平米を540万9,771円で売却し

たことを記載しております。26年度売却分で継続してきたモリマシナリー売却分を全て完了い

たしております。 

 ７ページからは決算書の写しでございます。 

 ８ページは、貸借対照表でございます。資産の部の合計は3,991万9,094円でございます。負

債の部、資本の部を合わせた負債資本合計は3,991万9,094円と同額になります。 
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 ９ページでは、損益計算書で、事業総利益は２万8,550円、そこから一般管理費を引いた事

業利益はマイナス４万3,629円、事業外費用を差し引きし、当期純利益は６万6,854円となりま

す。 

 10ページのキャッシュ・フロー計算書は、活動別の資金状況を示しているもので、１の事業

活動によるものが544万8,075円。２の投資活動によるものはございません。３の財務活動によ

るものはマイナス571万円。４の現金及び現金同等物増加額は、それぞれの活動によるキャッ

シュ・フローの合計額でマイナス26万1,925円となります。４と５の合計額が、平成26年度末

の現金及び現金同等物期末残高で111万9,094円となります。定期預金には異動がなく3,880万

円、また現金同等物とは、普通預金と３カ月以下の定期預金のことをいいます。 

 以上、概要の報告とさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さんにお諮りしたいと思います。 

 本日は、委員会で昼食をとっておりません、大変申しわけないんですけど、休憩はとらせて

いただこうと思いますが、執行部の皆さんにも続けてさせていただきたいと思います。ここで

やらせていただいて、あと教育委員会、消防とやらせていただきたいと思うんですけど、続け

てやらせていただきたいと思う、よろしいでしょうか。 

 よろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、執行部のほうもそういうことで、よろしくお願いしま

す。 

 ただいま財務部のほうの説明がありました。 

 執行部のほうから説明がありましたので、それについて質疑がありましたら受けたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 どなたかありませんか。 

 台風11号の災害復旧で5,000万円がどうのこうの、ちょっとそこだけもう一遍説明してくだ

さい。 

 藤原課長。 

○財政課長（藤原義昭君） このたびの台風11号に関して、緊急を要するものにつきましては

予備費を充当しまして、あとのものにつきましては９月の補正のほうで計上させていただきた

いと思っております。 

○委員長（北川勝義君） いや、500万円か5,000万円かさっき言われなんだ。 

○財政課長（藤原義昭君） それで、予備費が予定では4,000万円程度と計上しておりますの

で、それを最初の5,000万円に戻すためにその分の約4,000万円をここで補正という形にさせて

もらってます。 
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○委員長（北川勝義君） ようわからん。予備費が。もう一遍、ちょっとわかりやすう言うて

みて。予備費充当する言よんじゃろ。今5,000万円まで戻すというて……。 

○財政課長（藤原義昭君） 予備費で使った分をそのまま穴埋めするために、今回の歳出の予

備費のほうを……。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、早い話が台風11号の災害があって、予算つけたりができ

なんだから、使うた3,900万円を戻して予備費を5,000万円戻すということじゃな。 

○財政課長（藤原義昭君） そうです、ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） ということじゃな。 

○財政課長（藤原義昭君） はい、そうです。 

○委員長（北川勝義君） それじゃったら、わしのほうがようわかった。何か5,000万円がど

うのこうの、ようわけわからん。 

 それじゃ、なければこれで財務部を終わりたいと思います。 

 続きまして、教育委員会のほうをお願いしたいと思います。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、藤井課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） それでは、教育委員会の資料の１ページをお願いいたしま

す。 

 ９月議会に上程予定の補正予算について説明をさせていただきます。 

 まず、教育総務課の歳入でございますけれども、①の幼稚園就園奨励費補助金80万円の減額

につきましては、従来市町村が実施しております公立幼稚園の保育料の減免に対しまして、国

庫補助金が交付されておりましたけれども、本年４月の子ども・子育て支援新制度の施行によ

りまして一般財源化され廃止されることになりました。当初予算の編成時には不明確であった

ために国庫補助金を計上しておりましたけれども、このたび国のほうから正式に通知がありま

したので、減額補正をするものでございます。 

 次に、歳出でございます。 

 ①の電算管理運営事業86万5,000円の補正につきましては、平成28年４月からの産官学連携

協力事業の拡大に対応するために、実施希望校、小学校10校でございますけれども、これのＬ

ＡＮ環境を整備するための経費を追加補正するものでございます。タブレット端末に教材ソフ

トを無線ＬＡＮで更新するために必要な回線や機器を３月末までに整備するものでございまし

て、光回線の引き込み工事料や一般的にアクセスポイントと呼ばれております無線の電波中継

器の購入費などでございます。 

 続いて、債務負担行為でございます。 

 スクールバスの運行業務の委託の契約期間が平成28年３月末で完了する路線につきまして、

平成28年４月から契約更新するためにバス、運転手の確保など準備期間が必要となることか
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ら、債務負担行為として追加補正をお願いするものでございます。 

 赤坂地域につきましては、赤坂中学校、笹岡小学校の遠距離通学者が対象でございまして、

業者の車両持ち込み方式で運行して、期間については平成28年度から平成32年度まで、限度額

は4,181万4,000円を上限額として設定させていただくものでございます。 

 次に、熊山地域、吉井地域でございます。 

 熊山地域のほうは、豊田小学校、磐梨小学校の遠距離通学者が対象で、車両の対応方式によ

りまして、市民バスの車両と兼用で運行をしております。吉井地域は、城南小学校、仁美小学

校、吉井中学校の遠距離通学者が対象でございまして、こちらも車両対応方式によりまして運

行を委託いたします。期間については平成28年度から30年度まで、限度額につきましては

4,599万3,000円、これを上限として設定させていただくものでございます。 

 教育総務課は以上でございます。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（石原順子君） 続いて、第２号の補正、学校教育課分をお願いいたします。 

 歳入が２件あります。 

 まず①学力向上市町村プロジェクト事業補助金です。 

 これは、大学生ボランティアの受け入れ、また学力検査の実施等、学力向上事業に対する県

の補助金の交付決定による増額です。当初予算として、下の表にありますとおり、講師謝金、

大学生ボランティア交通費、需要費として用紙代やインク代、また役務費として学力検査、小

３から小５、中２の予算を計上しておりましたことに対して２分の１の補助がついたというも

のです。補助金は98万3,000円となっております。 

 続いて②明るい学校づくり支援事業補助金です。 

 これは、小学校５年生、中学校１年生の児童・生徒対象の心理検査事業に対して明るい学校

づくり支援事業県補助金の交付決定による増額です。これにつきましても、当初予算に、そこ

にあります役務費として検査代金を計上しておりました。それに対して２分の１補助というこ

とで、36万5,000円の計上です。 

 続いて、報告の案件、学校教育課関係３件させていただきます。 

 まずは、産官学連携協力事業の中間報告です。 

 ２ページの表をごらんください。 

 これから平成26年９月から27年３月までの産官学連携協力事業の成果と課題について報告を

いたします。 

 そこの番号に沿って説明をいたします。 

 まず１、ベネッセ実力診断テスト結果のグラフをごらんください。 

 これは、ベネッセが実施した実力診断テストの結果です。左側が国語、右側が算数、また棒
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グラフのうち、岡山県平均が一番左の青、真ん中が全国平均点の赤、右側の黄緑のグラフが赤

磐市内のモデル校の平均となっております。８月はチャレンジタッチ導入前の範囲、12月号は

チャレンジタッチ導入後の範囲、３月号については５年生全部の学習範囲となっております。

国語については、伸びという点でやや期待どおりのものにはなってはいないのですが、今後そ

こにもありますとおり、国語の力を向上させる手だてが必要だと考えております。算数につき

ましては、12月号のテストで成績が大きく伸びています。これはチャレンジタッチ導入後の学

習範囲と実力診断テストの範囲が重なっており、取り組んだことの成果があらわれたのではな

いかと考えております。 

 続いて２、マイクロステップドリル、ぐんぐんドリルの取り組み結果について説明をいたし

ます。 

 やや小さいのですが、右側に２つの折れ線グラフを載せております。 

 これはモデル校、全６クラスの自己評定得点の平均点を示しております。グラフを見ます

と、全ての学級で学習期間が長くなるに従って、これは横軸が学習期間ですが、学習期間が長

くなるに従って右肩上がりになっており、児童の意欲が伸びていることがわかります。学級の

人数が少ないところもあるため、例えば⑤仁美小学校ではデータ数で平均点が大きく変動する

こともあるという説明を聞いております。下の後半になると、どのクラスも順調に意欲が高ま

っているということがグラフから読み取れます。 

 続いて、右上ですが、３、関係各校の教職員へのアンケートを載せております。 

 これは代表的な意見です。チャレンジタッチのアンケートについてです。 

 まず、メリットとしては、個々のスピードに合わせた学習を進められること、また特別支援

学級の児童や教室に入りづらい児童にとっても自分のペースで学習を進めることができること

が大きなメリットだということです。また、マイクロステップドリルのアンケートについて

も、個人に合わせたドリルが配布され、漢字の読みや書きに自信がついていくようにプログラ

ムされている。また、フィードバック資料により自分の伸びを実感できる等の肯定的な御意見

をいただいております。また、課題といたしましては、やはり時間の確保であるとか、マイク

ロステップドリルについては問題のレベル設定に最初のころ少し苦労したというようなお話も

いただいております。 

 これらのアンケート等にもあるように、個々の進度に合わせた学習、またマイクロステップ

ドリルの自信がつくようなドリルの組み合わせ等が児童の学習の様子と合わせて非常に効果が

あるというふうに、先生方からも意見をいただいております。今後はチャレンジタッチ、マイ

クロステップドリルともに、課題にもありました取り組み時間の確保、そしてより一層の環境

整備を進める必要があると考えております。 

 そして、最後にですが、ここで岡山大学とベネッセと連携を進めていることについて、少し

説明をさせていただきます。 
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 資料はありません。岡山大学大学院寺澤研究室と株式会社ベネッセコーポレーションは学習

教材や評価の方法について連携を始めておられて、産学の連携に赤磐市といたしましては参加

させていただくということで、その理由は子供の学習意欲の向上、学習習慣の定着の面で、先

進的に取り組んでおられる岡山大学、ベネッセコーポレーションとの連携が本市の子供たちに

とって有効であると判断したことで、岡山大学、ベネッセコーポレーションとの連携を進めて

いくということで現在産官学連携協力事業を進めているという状況でございます。 

 産官学連携協力事業については以上です。 

 続いて、不登校児童・生徒の状況について説明をいたします。 

 資料３ページからになります。 

 ３ページ、それから４ページは山陽新聞に８月７日に掲載された不登校についての文部科学

省義務教育調査の報道を載せております。 

 ３ページが全国の様子、４ページは主に岡山県内の様子について紹介をしているものです。 

 ここでは５ページ、赤磐市の平成26年度不登校児童・生徒の状況を過去のデータとあわせて

簡単に説明をさせていただきます。 

 １番のグラフにありますとおり、不登校出現率の推移、赤磐市は平成24年度から左側の小学

校、右側の中学校ともに減少を続けております。小学校では、平成26年度不登校児童数が

10人、不登校の出現率でいうと0.40となっています。これは、赤磐市としては近年岡山県の平

均を下回るという成果を上げております。中学校におきましても、平成26年度の不登校生徒数

が36人、不登校の出現率は3.02となります。岡山県や全国と比べると、不登校の生徒は依然と

して多い状況ではありますが改善傾向にあります。 

 また、その改善傾向にあることの一つの理由として、２番のグラフをごらんください。 

 これは、不登校児童・生徒を新規の不登校、また継続している不登校の児童・生徒という分

類をしたグラフです。上の薄い色の部分が新規の児童・生徒になっておりまして、新規の不登

校児童・生徒が減っているということがここ数年の経年のもので見ていただくとおわかりにな

られるのかなと思います。このことからも、やはり新規の不登校の児童・生徒を減らせたとい

うことが大きな成果を上げているのではないかと考えます。 

 では、不登校児童・生徒の状況については説明を以上で終わります。 

 では、学校教育課最後ですが、市の教育委員会と県警察本部との相互連携協定についてで

す。 

 資料はありません。赤磐市教育委員会と県警察本部との相互連携協定について報告をいたし

ます。 

 前回の委員会において、相互連携協定の個人情報保護についての法的な問題の有無について

御質問がありましたので、顧問弁護士に確認をいたしました。顧問弁護士からは、個人情報保

護の点から法制度上やや不安なところがあるものの、川崎の事件など児童・生徒が被害に遭う
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ケースがふえていることを受けての連携協定であり、また個人情報で課題がある場合には運用

の中で個人情報の取り扱いについて話し合いを進めることができるので、そこをしっかりとや

ってほしいという指導をいただきました。 

 そして、去る７月31日に赤磐市教育委員会と岡山県警察本部との相互連携協定を締結いたし

ました。 

 学校教育課からは以上です。 

              〔委員長交代〕 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 副委員長。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい、前田スポーツ振興課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） それでは、スポーツ振興課から吉井Ｂ＆

Ｇ海洋センター等への指定管理者制度導入についての御説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 お手元の教育委員会資料６ページから９ページでお願いをいたしたいと思います。 

 まず、６ページ目につきましては、今回指定管理者の導入を考えております吉井Ｂ＆Ｇ海洋

センターとあわせてお願いをする４つの体育施設の現状についてであります。 

 利用者数についてですが、この３年間につきましては約２万3,000人程度の平均利用者があ

ります。また、使用料等の収入でありますが、全体としては毎年約110万円となっておりま

す。また、運営管理経費についてですが、吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターの職員３人の人件費も含め

まして平成26年度は全体で4,188万6,000円となっております。 

 続いて、導入の目的についてでありますが、１つには民間事業者の豊富な知識、柔軟な発想

の活用による運営の質的向上、利用者へのサービス向上というものがあります。それから、あ

わせまして民間事業者による運営によりまして経費の削減が見込め、財源への負担の軽減が図

れるということです。あわせまして、現在従事しております３人の職員が他の部署で活用が図

れるというようなこともあります。 

 続きまして、資料７ページをお願いいたしたいと思います。 

 近隣の類似施設の導入例ということで、参考までに県内のＢ＆Ｇ海洋センターの導入してい

る施設、また体育施設の導入事例を掲載させていただいておりますので、参考にごらんいただ

けたらというふうに思います。 

 続きまして、８ページ、９ページをお願いいたしたいと思います。 

 今回のＢ＆Ｇ海洋センターの指定管理者制度の導入は、公募により指定管理者を求めたいと

いうふうに考えております。運営管理に関する基本方針については７点をそこへまとめさせて

いただいております。１点目は安全管理を第一とする、２点目は公平な管理運営を行い、魅力

ある自主事業を実施し市民サービスの向上に努める、６では効率かつ効果的な管理運営を行い

経費削減に努めるなどが主なものとなっております。 
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 ２の対象業務につきましては、吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターにあわせて草生のテニスコート、多

目的広場、吉井グラウンド及び仁堀中の多目的広場等、現在Ｂ＆Ｇ海洋センターにおいて運営

管理している業務を対象とさせていただきます。 

 指定管理の期間ですが、市として３年から５年を原則といたしておりますが、このたびのＢ

＆Ｇ海洋センターにおきましては３年間というふうに考えております。その理由の一つとし

て、初めての指定管理者による運営であることから、初回は短期で様子を見てみたいというも

のが一つあります。２つ目としては、その３年後が先行して指定管理者制度を導入しておりま

すふれあい公園の期間終了と重なるということから、２期目の検討に当たり２つの施設をあわ

せて公募するとか、もしくはそれぞれ各施設ごとの公募を行うなど、ふれあい公園及び吉井Ｂ

＆Ｇ海洋センターの１期目の実績というものを見据えて、総合的なスポーツ施設の指定管理者

制度導入の選択肢がふえるという可能性から３年間と考えさせていただきました。 

 ４の利用料金でありますが、こちらにつきましては指定管理者が勝手に決められるものとす

るのではなく、市の条例等の規定に基づき徴収事務を行うことといたします。また、指定管理

者が規定の範囲内において設定した場合は、あらかじめ市の承認を得て定めることといたしま

す。また、いただいた利用料金につきましては指定管理者が収入として収受する利用料金制と

いうものを導入いたしたいというふうに思います。 

 それから、５の指定管理料の基礎資料のとこでありますが、こちらのほうに単年度の指定管

理料基準額というものを設定させていただきたいと思います。この基準額は管理運営を委託す

るに当たり、適正な人件費や施設の維持管理費を設定するもので、この数値に消費税を加算し

て指定管理料の上限を設定するものであります。 

 それでは、簡単に表の説明をさせていただきますが、指定管理料の基準額の枠というものが

ありまして、収入金額144万円、それから106万8,000円はＢ＆Ｇと他の体育施設の利用料金で

あります。平成24年から平成26年の３年間の平均をもとに算出しております。その他12万

1,000円は自動販売機の電気代を見込んでおります。支出金額のほうでは3,453万9,000円がＢ

＆Ｇの管理経費でありまして、過去５年間の平均支出実績をもとに施設維持管理費と現状ベー

スをもととした人件費のほうを計算しております。職員の構成は45歳から49歳の総括責任者、

30歳から34歳の中堅補佐級、それから25歳から29歳の若手インストラクターといった３人を盛

り込んでおります。職員３名分とアルバイト賃金を合わせて2,204万4,000円、施設の維持管理

費が1,249万5,000円であります。また、254万5,000円は、その他体育施設の維持管理費であり

ます。 

 以上のように、収入支出を差し引きまして3,445万5,000円を単年度の指定管理料の上限とさ

せていただきたいと考えております。左の平成27年見込み（直営）の数字でありますが、本年

度の収入支出金額の見込み額を予算額及び昨年度の予算執行率を用いまして、見込み額を立て

てみました。一番右の差額欄を見ていただきますと、これはあくまで予測でありますが、
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863万9,000円の効果額を予測するということが確認できるかと思います。 

 ６の余剰金の対応についてですが、指定管理者の努力により生じた余剰金は指定管理者が自

主的な努力を発揮できるようにしたいというふうに思っております。逆に利用料金が減少した

場合でも市のほうは指定管理料補填というような形は行えないという形にしたいと思っており

ます。 

 ７の導入スケジュールです。 

 今月の下旬に公募のほうを開始させていただきまして、10月下旬には検討会によりまして業

者の選定を行い、12月の議会では指定管理者の議決をいただけるよう進めてまいりたいと思っ

ております。年を越えまして、１月から３月までは調整、引き継ぎ等の準備期間といたしまし

て、平成28年４月１日から指定管理者による運営開始の予定といたしたいと思います。 

 ８の募集資格についてですが、１つ目としては岡山県内に営業所等拠点施設を有する法人及

びその他の団体とします。複数の法人がグループを構成して共同企業体を結成し応募すること

も可能であります。２つ目は公益財団法人ブルーシー・アンド・グリーンランド財団のアクア

インストラクターの資格を有する職員を設置できること、また資格者がいない場合には１年以

内に資格を取得し、職員を配置できることというようなことにしたいと思います。また、公募

に当たり、市のほうが主催する行事については優先的に使用できること、また海洋センター等

の屋外管理として委託している植栽管理、草刈り業務については、市内業者の雇用を促進する

よう依頼いたしたいというふうに思っております。 

 以上、吉井Ｂ＆Ｇ海洋センターの指定管理者制度導入について説明をさせていただきまし

た。よろしくお願いします。 

              〔委員長交代〕 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから教育委員会の説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済みません。産官学の連携のほうでちょっと質問なんですけど、５年

生の３月ですね、５年生の全部の学習範囲となってるんですけど、これ対象者はタッチパネル

してる学校だけですか。 

○学校教育課長（石原順子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、そうです。５年生全部の学習範囲で黄緑色の部分につ

いてはこの対象の児童になります。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） ということは、同じ生徒さんが、これを見ると８月は導入前ですけど

12月に導入して３月にやったけど結局下がったという、国語は下がってるという。一つの理由
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としては１年間の総まとめだということはあるんですけど、全体的には若干下がってると。タ

ッチパネルで算数のほうは12月には上がったけど、結果的には３月は結構下がっていますよ

ね。何か結果的にどうなのかというんがあれなんですけど、そういうことで理解したらよろし

いんでしょうか。 

 それと、あと下の部分は各校の学校のことが書いてあるんですけど、これは正直、上もそう

なんですけど、限定されるんで、これは回収しなくてもいいんですかね。我々が持っとっても

いいんかどうかというのが確認なんですけど。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） まず、１点目のベネッセの診断テストの点について御説明い

たします。 

 今御意見いただきましたとおり、12月の成績と比べて３月につきましては成績が下がってい

るという、これは実際グラフそのとおりではあるのですが、これをもってチャレンジタッチの

成果がすぐ見えるかどうかというと、ここはまだわからないところだと思います。やはりそこ

に書いてありますとおり、５年生全部の学習範囲での結果ということもありまして、チャレン

ジタッチ導入の成果が、逆に言うと12月であれば、学習した範囲のテストであればこのような

成果が出たというふうにも読めるので、全体的な結果からいえば成果は出ていると考えており

ます。 

 また、２のマイクロステップドリルの取り組み結果、これクラス別のが出てはおりますが、

これについては回収する等の必要はありません。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） わかりました。２番のマイクロステップドリルの件ですけど、これは

上と同じでは、試験結果こうなったというあれは自己評定得点となってますけど、それはない

んですか。要するに、これをしたからこのくらい大体上がったよとか、平均点がこのくらい上

がったよとか、そういったものはないんでしょうか。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） 今言っていただきましたとおり、マイクロステップドリルに

ついてはこれだけがデータです。ただ、自己評定得点が実際の学習の意欲と比するということ

については寺澤先生が強く主張しておられるという部分ではあります。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） つまりはベネッセもドリルもそうなんですけど、まだ期間が十分でな
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いというか、評価するにはということですか。 

 あと、問題点がデメリットのところを見ると、時間的なこととか、僕らがしたときにもＯＳ

の問題とかいろいろの容量の問題がありましたけど、やっぱりそういったことも解決していか

ないとはっきりしたことが出ないということに考えたほうがいいんじゃないかと思うんですけ

どどんなでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（石原順子君） まさにそのとおりで、今後課題となっている部分、特にデメ

リットの部分については学校にもどのような工夫の仕方があるか、また環境設定については教

育総務課とも連携しながら、この課題については解決していきたいと考えております。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（松田 勲君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 済みません。まず、この産官学なんですが、そもそも産官学と

いう言葉に私はひっかかりを感じてまして、先ほど御説明いただいたところによりますと産と

学、これに岡山大学とベネッセさんが共同して学力向上の取り組みをしてらっしゃるというこ

とを聞きつけて、赤磐市は参加をさせていただいたんだという立場を先ほど御説明いただいた

んですが、であれば同じように類似して全国には産業と学術界が一緒になって取り組んでいら

っしゃるような、同様のシステムというようなものがあるように思うんです。それを今度行政

の立場として、世の中にこれしかないんで、今岡山大学とベネッセさんしか存在していない、

それにも増して同じ岡山ということで距離的にも近い、連携がとりやすいというところでお選

びになられてるんであればわかるんですが、そうではなくて時代が移ってこの１年くらいで日

本中に同じようなシステムが誕生しているわけですよ。 

 もしかしたら岡山大学とベネッセさんよりもっとシステム的にすぐれていたり、内容的にす

ぐれていて、赤磐市の子供たちの特性に合っている、そういったようなものがあるかもしれな

いといったときに、産官学という一つのくくり、この産官学の事業というようなうったてをし

た場合、この産官学のこれは事業になってくると、ほかに入り込む余地がないということにな

ったら自由競争やあるいはよりよいものを選んでいくというようなそういう可能性の部分とい

うのは損なわれるんじゃないんですか。それをちょっと私は気になるところなので、ほかの事

例をお調べになられていらっしゃるのか、産官学というようなものにこだわっていかれるの

か、それともそうではなくていいものがあれば随時見直していくおつもりがあるのか、そこら

辺のところをお考えがあれば聞かせていただきたいなと思うところと、あと次のページの不登

校のお話になってくるんですが、不登校の中でフリースクールなどに通う義務教育段階の子供
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が4,196人いたということであります。 

 最近になりましてこのニュースを見ておりましたら、この子たちに対してフリースクールだ

けではなくて、親御さんたちの独自の計画があって、当該市町村の教育長がそれを認定したな

らば、それは義務教育と同じ課題を消化したということで、卒業と同じ資格、認定を与えると

いうようなニュースが流れておりました。そういう中で、こういう独自性というか、非常に先

進的なことをしてくるとどうなんですかね、例えばほかの中学校ならば中学校でちゃんと通っ

て勉強している子供たちは先進的な取り組みを受けてカリキュラムを終えていらっしゃるとい

うことになったら、今度は親御さんたちがフリースクール含めて独自の計画を立ててきたとき

に、遜色のないものにしようと思ったら、これハードル上がるんじゃないですか。それが果た

して民間の親御さんたちで同じようなカリキュラムを整えるということができるのかなという

ところを僕はちょっと不安になってまして、そこら辺を教育長にどんな感じなんか教えてほし

いのと、あともう一個、警察本部との相互連携協定についてというのが資料なしで、今のお話

を聞くと弁護士さんが気いつけんせえよと、個人情報の取り扱いについては不安定なんで訴え

られるようなことがないように気いつけんせえよというようなことを弁護士さんがおっしゃら

れたということでありますね。 

 ということになったら、少年なり、あるいはその親御さんなりが自分が対象になっているの

かもしれないということに不安を覚えて、どういう情報の取り扱いになっているのかというこ

とで情報開示請求を私たち赤磐市に起こしたとします。そうなった場合に開示ができる内容な

のかというところを確認したいのがまず第１点。 

 あと、先ほど総務部のほうから出てきた内容、個人情報保護の条例の一部を改正する条例に

ついてということで出てきてる内容なんですが、マイナンバー制度の導入によって個人情報の

保護法の改正に準じた条例改正を行うものだというふうに書かれてます。この中には目的外利

用の禁止、情報提供は法で定めるものに限ること等と書かれてるんですが、条例に反するんじ

ゃないかなと思うんです。例えばこの個人情報保護法の改正条例におきましたら、自分の個人

情報がどのように明らかにされたのか、扱われたかということに関しては開示することとなっ

てますね、請求について。ということになったら、一般の開示請求というようなもので開示す

るんじゃなくて、こちらのほうで開示すれば自分の個人情報が赤磐市の個人情報保護法改正条

例に基づいてどのように利用されたのか、活用されたのかということは知り得ることができる

んですか、これ。ちょっとわかりづらかったんで教えていただいていいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 個人情報保護条例の関係で開示のお話がありました。今回総務

部のほうが出させていただいてるのはマイナンバー特定個人情報についての関係でございま

す。少し取り扱いは違うんですけれども……。 

○副委員長（佐々木雄司君） マイナンバーに限定されとるということ。 
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○総務課長（入矢五和夫君） 今回の改正についてはマイナンバーによるものを追加したよう

な形にはなっておるんです。先ほど今回の警察等との個人情報の取り扱いというお話なんです

けど、情報連携については先ほど言われたように何ができるとか、できないかというのは条例

のほうでうたっておりまして、身体、生命等にかかわるものだったらいいとか、他の法令で定

められているものはいいとかということが決まっております。今回の事例がどういうものなの

かというのはしっかり検討させていただかんと、すぐ返事ができないかなというふうに思うん

ですけれども。 

○委員長（北川勝義君） 何を言よんかいっこもわからん。ほんまわけがわからんことばあ言

ようる。わかるように説明してくれ。いっこもわかりょうらん。 

○教育次長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、奥田次長。 

○教育次長（奥田智明君） １点、産官学の連携のお話をいただいております。この点につい

て、連携協定については平成26年７月８日に提携をさせていただきました。それまでに準備を

しておったんですが、このおっしゃる産学の連携というのは、うちの把握では県下で唯一であ

ったというふうなことで、岡大とベネッセの共同開発、共同研究をしているものについて、赤

磐市のほうがぜひとも一緒にさせてくださいというふうな手を挙げております。まだことしが

１年目でございますので、あと２年ぐらいはこのままで続けたいなというふうには思っており

ます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

 何。どこのこと。佐々木さんの。 

○総務部長（馬場広行君） 佐々木さんの関係で。 

○委員長（北川勝義君） はい、馬場部長。 

○総務部長（馬場広行君） マイナンバー法の関係で、今回個人情報保護条例のほうの改正が

ございます。この改正につきましてはマイナンバーを利用する場合に限られたものでございま

すので、今回の県警本部との相互連携についてはマイナンバーを使うようなことにはならない

んで、これとはちょっと違うということでつけ加えさせていただきます。 

○委員長（北川勝義君） 今、再度確認で言うたら、マイナンバーはこの警察と提携した、７

月にした分の、それには使わないということじゃな。 

 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） ごめんなさい、当然ながら内容読めばそこのところはわかるわ

けでありますけども、そもそも赤磐市の中で定められてる個人情報というようなもの、この定

義、あと保護条例というようなものの意味合いというようなものを考えたときに、赤磐市全体

として少年の、赤磐市内の中学校、小学校、要するに公立の学校でありますけども、こういっ

たところで知り得た情報というのもこの条例の範囲内に入ってくるんだと思います。というこ
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とはこの条例に則して情報というものの取り扱いにかかっていかなければいけないということ

になった場合に、マイナンバーというようなものの新しい考え方が入ってきて、条例の改正が

受けるわけです。ということになった場合に、新しい条例にマイナンバーの改正条例というよ

うなものが影響を受けて、ほかの個人情報というようなものの取り扱いも変わるんではないん

でしょうかと、こういうことを申し上げたいわけです。どうなんですか、整合性とれないでし

ょ、そうしなかったら。マイナンバーに限るというようなことであれば、個人情報保護法では

なくて、改正ではなくて、マイナンバー保護条例というのをつくらなければいけない、別に。 

○委員長（北川勝義君） 入矢課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 今回改正をさせていただいたというのは、原則は当然個人情報

保護条例というのが今までございました。そこの中に特定個人情報については情報提供するの

が前提のような業務もございますので、その中にこちらについては特定個人情報は除くと、次

の行に特定個人情報についてはどうするとかというふうな感じで改正をさせていただいており

ます。 

○副委員長（佐々木雄司君） 済みません、最後。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 最後、弁護士さんが懸念されていらっしゃいましたけども、も

しこれで個人情報の取り扱いが気に入らないと、少年法だとか児童福祉法の観点に照らし合わ

せてもちょっと納得いかないということで、訴訟になった場合どなたが責任とられるんです

か、これは。教育委員会なんですか、赤磐市になるんですか、どちらになるんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） 話をする、誰が答えるんなら、市長じゃろうがな、おめえ、市長に

決まっとろうがな、最終責任者じゃろ。 

 次長。 

○教育次長（奥田智明君） 申しわけございません。赤磐市長が責任者だと考えます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○副委員長（佐々木雄司君） よろしいです。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと１点、２点もあるんじゃけど、５ページのとこの不登校の

で、何か新規不登校が減ってきたというていろいろあったんじゃけど、努力してこられたり、

年代でえかったり悪かったりもあるんじゃろうけど、こういう状態になってええんじゃねえか

とは思よんじゃけど、もっと下がらにゃおえんのじゃけど、できたら今やまびこ学級じゃった

かな、あれ。 

○学校教育課長（石原順子君） はい。 

○委員長（北川勝義君） やまびこじゃねえ、違うたんかな。合うとんかな。 

○学校教育課長（石原順子君） やまびこです。 

○委員長（北川勝義君） このことやこで、不登校でそこへ行く人もおるわな。というて言よ
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うたら、今佐々木さんが、副委員長が言うた話じゃねえんじゃけど、もとへ戻るんじゃけど産

官学の話、学校で言よんじゃけえ、そこまでしちゃれえというはできんのんじゃろうけど、父

兄がすんじゃのうて、その対象の年数ですな、例えば５年生がおったとしますが、そこへ行っ

とったら、そこにはもとの出身校のとこがありますが、例えば山陽北じゃってもええし、仁美

でもええわな。そこからするようにして同じように対応してあげにゃあ、僕は差が出てきて何

かなるんじゃねんかなと。そりゃ、あんたが学校不登校じゃけえ悪いんじゃというて、やまび

こ学級行きょうるけえ悪いんじゃというて、やまびこ学級やこの５年生の対象はこれからやっ

ていく、全部やっていこうかというて考えられる、同じように対応してくださるんかどうか、

それを１点ちょっと聞きてえんです。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（杉山高志君） 不登校施設でありますやまびこへ、現在実は在籍している子供が５

人おりますが、全て今中学生であります。 

○委員長（北川勝義君） １年生もするんじゃねえんか。 

○教育長（杉山高志君） その子の学力のレベルにつきまして、それぞれ学校へ来れてないか

ら学力が低いというような状況の子ばかりでもありませんし、ちょっと対象が……。 

○委員長（北川勝義君） そりゃわかるんじゃ。いやいや、１年生もやらせてくれ言うたろ、

中学１年生も。６年生だけか。 

○学校教育課長（石原順子君） ５年生だけです。 

○委員長（北川勝義君） ５年生で、次１年になるけえ、６年のをやらせてくれ言うたろ、追

加が。中学１年が学力テストに出るからというて。ほんなら、もし該当のがおったらどうする

ん。 

○教育長（杉山高志君） 該当の子が出ましたら、やまびこと相談してすぐできるようになり

ますので。 

○委員長（北川勝義君） そうしてほしいということを僕は言うたわけじゃな、言うたんが。 

 もう一点、指定管理のことなんですけど、僕は指定管理が反対というんじゃのうて、６ペー

ジのとこに吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター、草生テニスコート、草生多目的、吉井グラウンド、仁堀

中、多目的広場、ここは本当は公園になってグラウンド・ゴルフだけしょんですよ。それで、

これはもうはっきり言うて仁堀がそこへ工業団地をつくって、下山委員は知っとられるけど、

仁堀が工業団地をつくったときについて仁堀へ運動公園をつくろうということが条件でやった

んですよ。それで、これをやってきて、これは奥田次長はよう知っとるはずです、それやった

ときの。それはええんじゃけど、ここは僕はせめてこれだけは切り離して、上はもう城南地区

の下山さんとこの草生というとこの、言うちゃ悪いけど一角にあるんですよ、一角というたら

おかしいけど一つの場所なんですよ、もう、誰が見ても。じゃけど、この仁堀中の多目的とい



- 43 - 

うのはどこにあるというたら、今は名前忘れた、会社がしょうるとこの横側のとこ、そこを通

って入らにゃ入れんような状態のとこなんですよ、場所が。そこでグラウンド・ゴルフをよう

やりょんですよ。大体、吉井地区の方が順番で回ってきたりするんじゃけど、仁堀中、東、西

とかというた人が往々にしてほとんど使よんですよ。 

 それで、これだけは別に離して指定管理すりゃえんじゃけど、離して仁堀地区区長会とか例

えばありますが、そこへ指定管理か何かを受けてもらやええんじゃないかと思う、何ぼか見

て、お金の金額を変え言うんじゃねんよ。そうしたら、草刈りについても仁堀地区の方が、区

長会へやっぱり今、夢百笑を中心に頑張らりょうるけん、仁美地区でもええんじゃけどやって

くれると思うんじゃ、区長さんらが皆一体になって、組織が。そっから指定管理やるというの

は、グラウンド・ゴルフしょうる者で管理せにゃおえんよというてやってくれるんで、僕はか

えってそうしたほうがええんじゃねえかと。そうせなんだったら、もしグラウンド・ゴルフし

てえとか、仁堀中の人じゃとか、全体で来たときに、ここの指定管理、北川という会社がして

から、これは難しいけんこうじゃとか、前があるんじゃったらってややこしゅうなるから、そ

れよりゃ例えば夢百笑を中心にしょうるとこでもええんじゃけど、そこにとか仁美地区区長会

でもええ、仁堀地区区長会でもよろしいわ、そこが持っとったら簡単にできるんじゃねえかな

とちょっと思うたん。運営管理もできるんじゃねえかと思うて、今ちょっと思うたんじゃけ

ど、そういうことはもう無理なんかな。これ全部一遍にやるということで、僕はもう仁堀中の

多目的は別にええんかなと思ようたんじゃけどどんなんですかね。 

 今言ようたら、課長のほうが８月にはもう公募開始するんじゃというて言ようたんで、でき

たら僕はそれについては仁堀にやってくれえとか、このままで市が持っとけえという話じゃね

んじゃけど、仁堀区へ委託するとかという方法も、やり方があるんじゃねえかとちょっと思う

んですけどな、どんなんでしょうかな。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） ありがとうございます。私のほうが工程

的に８月下旬に公募のほうをさせていただきたいというようなことを説明させていただきまし

た。これは28年４月１日に向けましての最短の一つの工程というようなことであります。 

 今いただいた御意見でありますが、確かに地理的にも離れたところもあります。それから、

使用の頻度、使用の団体等を考えますと、かなり地域性のところも考えられると思いますの

で、きょうこの時点ではっきりとしたことをお答えができませんが、いただいた御意見につき

まして、これから緊急に調査と協議のほうを進めまして、整理をして、この指定管理者制度の

導入の工程に入らせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。 

 何言うたというの、僕はちょっと２点、今言うのは別に受けてくれてすりゃええんじゃけ
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ど、今までと同じように便利性の、はっきり言うたらグラウンド・ゴルフしかしょうらんので

す。地元が練習したりするグラウンド・ゴルフが主なんですよ、はっきり言うて。それのに今

度は指定管理に持っていってややこしゅうなって、金額とかというよりは仁堀地区の方が区長

会で受けてくれたら簡単にいけるんじゃねんかなとちょっと思うたんで、分けていただきてえ

というのを言いたかったんです。あれが、言い方は悪いですけどＢ＆Ｇのあるようなところ

で、並んで500メーターのところへこういうのがあったというんじゃったら僕はええと思うん

じゃけど、西山のグラウンド受けたときも、あのグラウンドも僕自身は別にすべきじゃねえか

とあったん、それでも見れるというんじゃったらええがな言うたんじゃ。 

 今度は野球するとか、そうなんじゃねえから、グラウンド・ゴルフ特定になるからなかな

か、これはちょっと削除してえて、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・でき

りゃ地域のこと、今後共通じゃねえ考えていただきてえというのを今思うたんで。それでしょ

うりゃあ、夢百笑も今あそこへ活発に、仁美地区は区長さんが出資して皆やりょうるから、元

気になってやってくれると思うんじゃ。ほんなら、あそこはジュース買うじゃとか、弁当持っ

ていくとかというて相乗効果もあるんで、ぜひそういうことを考えていただきたい。 

 それともう一点が、８月末に公募をする言ようたんじゃけど、僕は８月末がおえんとかとい

うんじゃねんじゃけど、９月議会のときの、議会でこういうことをやりますというの、議会で

も、教育長でも話とか説明でも、市長、してくれとってな、やらせてもうらうから言うたほう

が、９月になってこういうことをやりますとか報告か何かあってから、委員会で報告でもここ

ではもろうとんじゃけど、そういうぴちっとした報告というんか、もろうてから公募を進めた

ほうがええんじゃねえかと思うんじゃけどな。間に合わんのんかな、やっぱりそういかなんだ

ら、時期的が、どんなですか。 

○社会教育課長兼スポーツ振興課長（前田正之君） 本当、今委員長が言われるとおりのとこ

ろも私たちも思っておりますが、昨年から御協議をいただいて今日のこの状況になりました。

業務の工程を考えますと、この８月下旬にぜひともということでお願いをしたいと思いますの

で、御理解のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） それはわかりました。 

 それからもう一点、僕は名前出す、これもちょっと悪いけど削除、上げてもろうても別に構

わんこっちゃけど。今やりょんのが吉井がＮＰＯをつくってやりょうるときに、僕個人の考え

よ、そこが管理すべきじゃと思うとるわけ、指定管理を受けてやるべきじゃと思うとん。しか

しながら、前のときじゃ、料金が上がったり安うなったりして、この料金のことでできん場合

があったら困るという話で、松田委員も言うたように待とうや、近隣のということで１年調査

してもろうて、こういう数字が出たんじゃけんやらせてもらおうというて出たんで、僕はやっ
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てもらやあええと思よんじゃけど、どこがというのを決めよんじゃねんよ、僕が決めよんじゃ

のうて。 

 やっぱり地域に密着して地域の方が、おる人が、こういう指定管理の、山陽みてえな大きな

んは別にして、吉井じゃったら、あ、友實さん来たんかな言うて、杉山さん来られたんじゃな

というて、顔を知っとる者が、やりょうる者が、そりゃあ１カ月か２カ月しょうりゃなれるん

かもしれんけど、僕の名前を知っとりゃ来たからよという、今までやりょうる親しみというん

かな、スポレクやこが全部やりょうりますが、ほんならそれとまた全然違うて今度はやるのが

おかしゅうならんように、別にどっかやっちゃれえという、そこを言よんじゃねんです、誤解

のねえように。公募じゃからやっていただきゃあええと思うんじゃけど、そういうとこを重要

視してもらいてえと思うんですよ。そうじゃねんじゃ、ええんじゃと、よそのほうから来さす

んじゃ、構わんのじゃというわけにはちょっと難しいなと思うて。 

 それで、先の将来のことを言うんじゃねえですけど、公募の期間を３年間にしたのは、５年

間が前と合うからというて言うけん、何か聞きょうりゃ合わすようなことを言よんかなと思う

て、抱き合わせというんかな、それもええんかもしれんけど、なかなかわからん場合があるん

で、同じとこがしてくれりゃええけど、そういうことは限りませんのんで、メンバーが違うた

りしょうから、３年間は僕はどっちかというたら、これも５年間がえかったんかなと思うたん

じゃけど、どうしても事務局のほうが３年間がええ言うんじゃったら、執行部が言わりょんな

らそれでええんですけど、ここらもできりゃあ別に合わすことはねえんじゃねえかと思う。そ

んなこと言うたら指定管理全部を合わせにゃおえんが、そういうこと。僕は何でこういうこと

言ようるというたら、３年よりはさっきの債務負担行為やこ、バスでも何でも３年よりはせめ

て５年せにゃあおえんのんですよ。計画やる人が資本投入していく場合戻せれんじゃねえかと

思うんですよ。 

 僕はここであえて言わせてもろうたら、このＢ＆Ｇは特にここで市長初め、教育長初め、皆

はっきり言うて補助金、修繕のほうをもろうてこんなことをしてくれることはねえです。やっ

ていただいたんじゃけえ、Ｂ＆Ｇもほんまに１年以内に資格取得、最低限これはせにゃあおえ

んけど、そこを償却せずにいけるんじゃから、買ったほうがですよ。できるんじゃから、僕は

もうちょっとやり方というんか、えかったなというようにしてもらわなんだら、わけわからん

とは言やあしませんけど、関係者がやるんが一番やりやしいということを言いたかった、スム

ーズにいきやしいというのを。それで、３年でやるよりは５年ぐらい見とったほうがやりやし

いかなともちょっと思うたんで。前田課長が言ようた３年で合わしたら、ほな一緒に用意ドン

でするんかなと、こういうとり方になったんで、別に３年が悪いとかというんじゃねんじゃけ

ど、合わすということで皆合わすから３年にしたんじゃというのもええかもしれん。 

 じゃけど、これたまたま補助金をつけて、補助裏もつけて、単市もつけてやっとりますが。

あるとこのことを言やあ、お金をかけてやらせて、出ていって、また次に返って金かけたと
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か、それで出ていって出っ放しじゃとかというたら、それは相当数なお金が要る。じゃから、

僕は市長には言うとる、指定管理のとき、こういうことになったときにどのような責任をとっ

て、どのようなことをやられるんかというて、僕は言うとるから。例えばこれは違うけど、も

し資金を単独の１億円かけてやりましたと、業者も入れて、ここもええですね、やりましょう

というてやったら、業者が３カ月ほどでやめて帰ったら誰が責任とるんなと言いたかった。そ

こらのことも慎重に考えてやらなんだら、これ地域の方がかんでやりょんじゃったら、やっぱ

り地域のことでやらにゃおえんというのも出てきたり、今度は金額的にどうしても合わなんだ

らどねえか考えようじゃねえかというような方法もあると思う。だから、あえてそういう意味

のことで言わせてもらよんと、仁堀中は今言う検討していただきてえということを言いたかっ

たんで、その１点だけ、どうこうせえということじゃねんじゃけど、そういう意味もあって８

月の公募はちょっと遅うてもええかというのをこじつけで僕ちょっと言いたかっただけのこと

で。ぜひそれを考えていただきてえというのを思う、思うというたらおかしいけど、そういう

気持ちを言いたかったんで。 

○副委員長（佐々木雄司君） 委員長、関連でいいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、どうぞ。 

○副委員長（佐々木雄司君） １個関連なんですけれども、前のふれあい公園の指定管理の公

募の際にも、僕が一番最初に声を出させていただいて、何をもって今のコナミさんというもの

が選ばれたんですかというところの、はかるものがないにもかかわらず、特徴だけを上げてこ

られて、こういう特徴がよかったから、こういう特徴がほかのとこよりすぐれていたからとい

うような、そういう言い方で指定管理が決定されたんだというような、こういう言われ方しま

した。それで、いや、比べるものがなけりゃ突出してるのかしてないのかわからないので、企

業がどういったプレゼンテーションの内容だったのか、公募の内容をちょっと示してください

ということで、ここでみんなで一斉に見させていただいたという経緯があります。やっぱり密

室だとは言いませんけども、執行部のほうで選定委員会というのをつくられて、そこの中でお

決めになられる以上、決められたプロセスというようなもの、これが我々議会のほうは決定を

迫られるわけですから、ちゃんと理解した上で決定しなきゃいけないので、常に出していただ

くような方式をとっていただきたいんです。 

 実は同じような話がありまして、高橋管財課長のほうには１個お願いをしてるんですが、こ

れはまた別件なんですけども、メガソーラー、桜が丘東の１丁目があります。ここの部分に関

しても、何社かこのメガソーラーというようなものの入札にかかわったと、その中で１社が選

ばれたと。というのも、いろいろお話を聞かせていただくと、もうそれぞれに自信を持って出

していたにもかかわらず、どうしてそこが選ばれたのかというところが皆さん説明ができない

ような状態でくすぶっていらっしゃる方もいらっしゃるし、議事録を見させていただいてもそ

ういったものが残っていないんです。 
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 ですので、そういったところもできたら開示していただくようにお願いを私はこの場を通じ

てさせていただきたいんですが、委員長、もしよければ私メガソーラーの関連の資料を一回目

を通したいなと思ってるんですけど、資料提供していただくように委員会のほうからちょっ

と。 

○委員長（北川勝義君） うちの管轄か。 

○副委員長（佐々木雄司君） いや、じゃないです。じゃないんですが、関連の資料として、

そんなことできないですかね。 

○委員長（北川勝義君） どんなんかな。 

○副委員長（佐々木雄司君） ただ、管財課というか契約関係ですから、管財課が絡んでるの

は間違いないですね。どうなんですかね。 

○委員長（北川勝義君） 暫時休憩します。 

              午後０時52分 休憩 

              午後０時56分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 佐々木委員、よろしいか。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい、よろしいです。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） さっき委員長が言うたのに反対をするという話じゃねんじゃけど、仁

美の多目的についてはまだ主要目的の道半ばでもあるし、それから地元の年寄りに管理しても

らうという手合いのものじゃないんで、やっぱりきちっと指定管理として今以上の管理をして

もらうということで、３年間これ契約なるんじゃから、３年間やってみてもろうて、その結果

を踏まえてまた判断するというんならええけど、今の役所が僕から見たらきちっと管理ができ

とらんというふうに思えとんで、やっぱり指定管理にしてきちっとしてもらえるんなら、それ

を継続してもろうたほうがええし、物が物じゃから地元の年寄りにお願いするというような代

物じゃねえと思う。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、今言うた下山さんはまたちょっと違うことじゃけえ、地

元の仁堀地区の区長会じゃとか、仁美地区の区長会の方でやっていただきゃええという話を、

指定管理のやり方もしてもらやええということを、委託とか指定管理をという話をしょうるだ

けで、たまたま一緒の話が、今言う年寄りにしてもらえとか、あそこへ来ょうるゲートボール

とグラウンド・ゴルフしょうる人にしてもらえ言うたんじゃねんで、そこんところは。 

○委員（下山哲司君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 意見としてはそういううまくいいぐあいに利用できるような指定管理
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も内容なんで、地元でほんならうまく運営管理ができるかという話は、施設の管理はできるか

もしれん。じゃけど、やっぱりそうじゃなしにそういう運営管理をしてほしいから指定管理を

出すんで、その目的のほうを優先した考え方を執行部のほうで持ってもらいてえというふうに

思うんです。 

○委員長（北川勝義君） それ要望でよろしいな。 

○委員（下山哲司君） はい、要望です。 

○委員長（北川勝義君） それで、今言よんじゃけど、僕は要望というんじゃねんじゃけど、

地元と相談はしたんかということをしてえわけじゃ。地元のしょうる老人クラブとか、例えば

地区でやってねえでしょう。地元とやらずにこりゃえかろうと思うてぽんとやっとるから。

今、夢百笑は元気出して弁当の配達とか、行政がせにゃおえんこととか、宅配もしたり、草も

刈ったり、いろいろなことをやらりょうるから、そこを中心にするから、これはもうはっきり

言うて、来年の６月、８月になったらもう仁美の今の市長、うちの行政、ＪＡのほうの、一切

のうなるんですよ。今管理者をやりょうるのが、全員スタッフがおらんようになるんですよ。

機構改革で西山ものうなるとか、笹岡ものうなるとか、可真ものうなるとか、全部のうなるん

ですよ、今事業所になっとるとこが。のうなるんで、そうなったときにどうするんならという

たら、もうはっきり言うて、支所は赤磐へ、仁堀出張所はどうなるかわからんけど、そのうち

考えていかにゃおえんことが行革では出とらあな、そういう話も。 

 そのときに一括して、そういうとこがあったら、仁堀地域というたり仁美地域がやっとるか

ら、まとまってもらえるからできる方法が一つあるんじゃねえかというのを言いたかったん。

そりゃ、今学校自体が、子供の教育のことも仁堀地区の方がやってくりょうるわけ。じゃけ

え、やっぱりそういう素質があるからできるんじゃねえかなと今思うたんで、相談して、そり

ゃ毛頭できるもんか、うちらじゃおえんというて言うたら、それでまた僕が言いたかったの

は、それからまたもう一個、下山さんと反対しょうる話じゃねえ僕はグラウンド・ゴルフも行

かんし、やりょうる方はようけ知っとる、そりゃ行きょうる、来られた大会で、逆に言うたら

僕は今吉井のやってくりょうるようなとこが指定管理出てやってくれたらな、こういうことも

僕は言よんじゃねんじゃ、なる場合もあるとは限らん。 

 それじゃねえ場合があったときに今度は困るんじゃねんかということがあるから、それをち

ょっと僕は言いてえだけで、どうせえじゃのうて、僕は今そういうとこは削除してくれ言うた

のはとらせやこ言よりませんから、とらせ言うたら大変なことになるから僕はそんなこと言よ

んじゃねんで、そこんとこわかってくれりゃあ。 

○委員（下山哲司君） ３年じゃから、縮めとんじゃから。 

○委員長（北川勝義君） それはちょっとわからんけど。 

 そういうことを要望しときますんで、考え方が仁堀の年寄りにさせとかそういう話じゃあり

ませんので、そこは誤解のねえようなことでお願いします。 
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 松田さんあった。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） だから、その場所がどういう場所か僕もよくわからないんですけど、

基本的には指定管理でまとめてお願いしたほうがいいと思います。ただ、さっき言われたよう

に、地元でメーンで使われてる状況とかいろいろあると思うんです。グラウンド・ゴルフとか

いろいろあると思うんです。そういったことも配慮した上で、しっかりそれを条件の中に入れ

て、地元を優先に使えるように配慮してくださいということを条件つけながら、指定管理を出

していただければいいんじゃないかなと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとう。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければこれで教育委員会のほうを終わりたいと思います。 

 続きまして、消防本部のほうをお願いしたいと思います。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、小竹森課長。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 消防総務課からは平成27年度赤磐市一般会計補正

予算（第２号）について報告させていただきます。 

 資料の２枚目をごらんください。 

 歳入の受託収入、山陽高速自動車道救急受託事業収入につきまして、高速自動車国道におけ

ます救急業務に関する支弁額が決定したことによりまして、当初予算額578万1,000円としてお

りましたが、支弁額が596万5,000円と決定しましたことによりまして18万4,000円の増額補正

となっております。 

 続きまして、雑入、消防団員安全装備品整備等助成金につきましては、消防団員等公務災害

補償等共済基金が行います消防団員安全装備品整備等助成事業で30万円の助成が決定したこと

による歳入となります。 

 次に、歳出の説明をさせていただきます。 

 非常備消防費、備品購入費、事業用備品、31万4,000円につきましては、消防団員安全装備

品整備等助成事業としまして、簡易無線機一式を３セット整備させていただくものです。 

 説明は以上です。 

○委員長（北川勝義君） 消防本部のほうの説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ちょっと１個、山陽高速自動車道の救急受託事業収入が18万

4,000円ふえたということは出動件数がふえたということ、単純な話。 
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○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 算定の基礎にある救急隊１隊を運用する額という

のがあるんですけれども、去年の決定額で算定させていただいてる……。 

○委員長（北川勝義君） 上がったということか。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） ええ、ことし上がったもんで増額となっておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） じゃあ、これまだ確定じゃねんじゃろ。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） いや確定です。 

○委員長（北川勝義君） これ26年度で27年度のを確定するんか。もう一遍するんじゃねん

か。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） ６月に確定の通知が来とります。 

○委員長（北川勝義君） 来とったんか、来とってこれ。単価が上がったというだけじゃな。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） 僕は出動数がふえたけえ、余りようねえことがふえてなったんかと

思うた。よろしいです。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければその他で消防本部のほうから。 

 はい、消防長。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防本部のほうから救急車の衝突事故について御報告のほ

うさせていただきます。 

 日時は、平成27年８月13日のことでございますが、桜が丘西地内の救急事案に消防署を12時

48分に出動いたしまして、緊急走行で県道岡山吉井線を南進し、五日市交差点手前に差しかか

った12時50分ごろ、道路右側の飲食店、これ具体的に言いますけど・・ですけれども……。 

○委員長（北川勝義君） 削除しといて。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） その駐車場から発信して左側車線、南向きの車線に進入し

ようとしてきた普通自動車と衝突事故を起こしたものでございます。 

 救急車につきましては右側側面を破損、相手方車両は左側全部を破損しております。双方と

もに運転者、同乗者等にはけがはありませんでした。この救急事故が起きました件で本来の救

急出動に約５分程度の遅延を起こしております。あと、この傷病程度等、救急救命士、それか

ら搬送先の医師等に確認しましたところ、５分のおくれによる傷病等への影響はありませんと

いうことで確認をさせていただいております。 

 それから、事故を起こしました車両について、修理を要するということになりますが、予備

車を通常隊のほうへ入れまして、４隊運用ということで支障のないような形の効率的な運用を

図らせていただきたいというふうに考えております。現時点での責任割合につきましては、赤
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磐市がゼロ、相手方が100ということで保険担当業者のほうから報告のほうを受けておりま

す。 

 このたびの事故によりまして、議員の皆様、市民の皆様方の深い信頼をいただきながら遂行

しております救急業務でありますが、このようなことで御心配をおかけすることになりまし

て、まことに申しわけなく感じております。改めて消防業務の職責を重く受けとめ、二度とこ

のような事故で御心配、御迷惑をおかけすることのないよう緊急自動車の安全運転の徹底と励

行に努めてまいりたいと考えておりますので、引き続き御尽力を賜りますようよろしくお願い

いたします。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 事故の説明がありました。皆さんよろしいですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 変なん言うて、こういう場合、事故しとろう。これはそのときはど

うするん。事故をして、どんと５分、終わってすっと行ったということか。現場検証もせずに

行くということじゃろ、行くん、現場検証するということ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 緊急自動車、第一要件としては……。 

○委員長（北川勝義君） 人命じゃけえ行かにゃおえん。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） とまりまして、そこでの人命救助を最優先とします。あと

危険防止、その……。 

○委員長（北川勝義君） 僕の言いたかったのは、この救急車が現場検証に30分かかる場合も

あるが。人が死んどるというようなこんな程度じゃったら、このまますぐ行くんか、それとも

かわりの救急車がぴゅっと行くんかという、うちの赤磐消防が救急車が100台もあって自由に

行けるんじゃったらええけどということを言ようるわけ、僕。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） わかりました。事故がありましたら、その事故の報告をす

ぐ受けまして、本署から次の救急隊を出動させております。いかなる場合でもそういう形での

最優先をと。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、ぎょうさんあるわけじゃねえからと今思うたん、何でこ

ういうことを言ようるというたら、この間も救急車が必要なかったんがあったんじゃ。もう僕

はどうせ嫌われついでじゃけ、すぐ地区でもそういうことを言うんよ。いけんというて、そね

えに使うたらというて言うたんじゃけど、この間から下山委員も言われたり、僕らも言よう

た、なるべく救急車使うまあかというて言うとって、難しいばあ言うというてから、バスがわ

りぐらいなもんで使われてちょっと、たまたまそのときなかったけんえかったん。今ようこの

時期に、よう死ぬ言うたらおかしい、吉井によう救急車来るんじゃ、ほんまに。気になりょっ

て、またあったんじゃな言うたら、いや違う、○○さんじゃったというて、病院の足がわりじ

ゃが、こりゃもうちょっとかちんときてしもうて、言わにゃおえんと思うて言うたんじゃけ
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ど、それでも足がねえんで仕方がねえが言うけえ、仕方がねえというて、そげな話じゃねえん

じゃけど、行ったら乗すんかもしれん、悪かったなというてあったんで、ちょっと救急車も豊

富じゃねんで、対応を厳しゅうやってくれ言うたらおえんけど、大体常連というのはわかろ

う、言ようることが。常連のはちょっと勘弁願わにゃ救急の人が本当になったとき助からん、

後遺症が残るようなことになったら困るんでな。ちょっと要らんこと言うたんですけど、それ

だけ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） はい、わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 要らんことを言うようなんじゃけど、うちへファクスが入った件を前

に市長にお尋ねしたわな。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って、消防本部をもう閉めるけん。 

 ほな、消防本部はないということで終わりたいと思います。 

 その他につきまして、執行部のほうから何かありましたら……。 

○委員（下山哲司君） 今、その他行きょうたんじゃろ。 

○委員長（北川勝義君） いや、消防のことを言ようたんよ、わしゃあ。 

 その他で執行部か委員のほうで何かありましたら聞かせていただきたいと思います。 

 執行部、ありませんか。 

 はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） この前お聞きしたら、そんなことはないとこういうふうに回答してい

ただけりゃあ何も頭に残らんのじゃけど、その件は差し控えるというて言われたら、何かある

んじゃねんかというふうにしか、前にも言うたように思えんので、言ようりゃ切りがのうなる

んで、はっきりそういうことはなかったんじゃというふうに市長に答弁してもらいたいんで、

委員長、取り計らいをお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 私のほうはファクスで来て、名前はなかって来とる、あの件じゃ

ろ。 

○委員（下山哲司君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） 来ておりました。そのことにつきまして、下山委員さんが私にファ

クスくれた分で、その日僕は見てなかったんで、帰ったら来とったというんがわかって、その

コピーも持ってきまして、下山さんにいただいたファクスについてはコピーさせていただい

て、そのとき。市長のほうへ、こういうんが来とんで回答、調査願いたいというお願いはして

おります。それで、この間のとき市長は何もありませんと言われたんで、どれも全部扱えとい

うたらなるんで、あるとかないとかじゃないんじゃけど、非公開にすりゃええかもしれん、名

前のほうは匿名で出しゃええんかもしれん。名前だけ書いていただいて非公表にするというの
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を、名前のねえのを皆全部受けた、今まで私もいろいろ委員会してきた中で、名前がねえんで

特定の、たったたった、それは受けてなかったと思うんで、それで一応下山さんに電話では確

認したようんに、市長のほうへは申し入れはしております。市長のほうは、そういうことにつ

いてはお答えできませんか何か言われたわな、この間。僕はそれ以上は追求はしてねんですけ

ど、改めてもし市長が、今下山さんがなけりゃねえ言うてくれりゃええと言うんじゃけどあっ

たんじゃねんか言われたんで、もし答えりゃ同じ答えになるかもしれませんが、どうなるんか

わかりませんが答えていただけりゃあ。私のほうは一応皆さんにも個々にお話しさせていただ

いたのは、名前がねえ、匿名でなっとんのはそこまでし出したら切りがないんで、申し入れし

ただけで終わっております。 

 市長、何かあったら。 

○委員（下山哲司君） 委員長、その前に。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山さん。 

○委員（下山哲司君） 私が言うのは、あしたあさってが一般質問の締め切りになっとんで、

大体委員会、こういなのが終わった後に考えよんじゃけど、出す案件を、じゃけどどうもコメ

ントを差し控えるというんとないというのは全く意味をなさんので、全くそういうことはござ

いません言うてもろうたら、もうそれで考えは終わるんじゃけど、その件についてはコメント

を差し控えるというたら何かあるようにしかとれんので、そういうふうにきちっと回答してく

ださいというてお願いを委員長に。 

○委員長（北川勝義君） 私はそういうことが出たんでコピーをもろうて、その日に市長に見

てもらうというか、ほかの人もおられて、対応させていただいたと思います。それで、これ僕

も考えようて、名前も書いてない、ああいうことじゃあ、一応言うたけど委員会で諮ることは

する必要はねえ、個々には聞かせてもらやええという考えで判断させて、市長が答える。その

中でというたら、総務に関係あるんかようわからんような感じもあったり、内容的にも思うた

んで、市長の答弁で僕はえかったかと思うたんじゃけど、そういうことも踏まえて下山さんが

もし言わりょんじゃ、そりゃ一般質問やられるんならやりゃあええんじゃけど、別に関係ねえ

とは言わん、ちょっと総務とはかけ離れとるかなと思うたんじゃ。私のほうは総務委員会のほ

うにそういう対応させてもろうたという気持ちがありますんで、市長のほうも対応せられたと

思うけど、もし答えていただけりゃ答えていただきたいと思うんで。 

 はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 先般の文書の内容について、どうこう言うもんではありませんけど

も、私がそういう市民の信頼を裏切るようなことは一切ございませんので御安心ください。 

 以上です。 

○委員（下山哲司君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 
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 それから、その他じゃないんですけど、協議事項入れとかにゃおえんのですけど、その他で

結構なんですけど、決算審査委員会があります。決算審査委員に２名出てるようになっとりま

す。委員長ともう一人かな。 

 どなたでもよろしいんで、２人出られる方があったら出ていただければと思います。 

○委員（下山哲司君） 委員長、副委員長でお願いしたいんじゃけど。 

○委員長（北川勝義君） 去年は委員長、副委員長でやらせてもらいました。それで、ことし

もそれでよかったら、どんなですか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、そういうことで、委員長の北川と副委員長の佐々木の２

人が出ますので、よろしくお願いいたします。 

 他にありませんか。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済みません、時間が過ぎて申しわけないんですけど、きょうの山陽新

聞にも出ておりましたけど、今映画のロケの真っ最中だと思うんです。市民の方から多くお電

話いただいたりとか、関心が高まってるなというのは実感するんですけど、先日委員長は参加

されたと思うんですけど、製作発表会のときに斎藤工さんと高梨臨さんが発表になりましたけ

ど、そのほかにも前にパート２見たときもかなり有名な方が共演されてるんですね。なかなか

小出しじゃないと盛り上げるためにいろいろ作戦はあると思うんですけど、もう少し共演者を

発表できる範囲でしていただければ、いろいろ聞かれるもんで、全部は言わなくていいと思う

んですけど、こういった人も出るんだよという部分で、例えば高梨臨さんとか斎藤工さんは若

い方にはすごい人気あると思うんですよ。我々となるともうちょっと知った人が出ればいいの

になというのがあるんで、その辺がどんなんかなと、前回パート２見たときにかなり知った方

が、あ、こんな方も出てるんだというのがあったんで。きょうの新聞も見たら、今月末でロケ

が終わりというような話が出ておりました。 

 そういった中で、もうロケ終わっちゃうとすっと終わっちゃうんじゃないかという心配があ

るんですね。ある知り合いの方が「でーれーガールズ」を見たんだけど、あのときはすぐぱあ

っとテレビもやってたけど、今ロケ場所に行っても何のあれもないんだと、せっかくあれだけ

のことをやったのにロケ場所にはここでこういうことやったとかという、何も跡形がないよう

な状態になってるのは本当にもったいないと。せっかく岡山のいいアピールをしたのに、もう

それで終わってしまったという、でもそれと同じようなことになったらあれじゃなあという話

を聞いたもんで、そらそうだなあと。これが火つけとなって、来年の公開も含めて、その後も

つながっていくように、今回も臼杵市の方か何か来られたんですかね。そういった方もつなが

っていかなくては意味がないんじゃないかと思うんです。そういった意味で、もう少しアピー

ルしてもいいんじゃないかと。ホームページ見ても、大分前のことがちょっと出とるけど、タ
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イムリーな、例えばこの前市役所でやってたと思うんです。ちょうど前通ったら、いっぱいロ

ケをしてたのを、ようけ人がおられた、車もあるから市役所の中でロケしてるんだなと思った

んですけど、もう少しアピールというんか、出してもいいんじゃないかと。じゃないと、ロケ

も終わってしもうたらすうっと冷めてしまうような、もうちょっと話が広がるような、なかな

か相手のあることですから難しいとは思うんですけど、どんなんでしょうか、もうちょっと出

せれないんでしょうか、情報的に。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田総合政策部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 済みません、映画に関する松田委員の質問ですが、基本ロケ

場所なんかはきょうどこでしますというのはやっぱり言えないんです。結局ロケに支障が入っ

てはいけないんでということで内緒にしてくださいと、この前は市役所でするんで、それでプ

レス向けにああいったロケ風景の取材をしていただいて、ニュースで流して盛り上げてくれる

と、唯一ということだったんです。それで、盛り上げてきて、ロケ場所、ここでやったという

のは結局ロケ場所の案内看板のようなものをこれからつくって、そこへ置かせていただいてと

いうことで考えたり、あとロケ地マップというのが映画の公開に合わせて、ここでロケしまし

た、こんな場所ですよというのを映画の中の風景と、それから現実の現場の風景がダブるよう

な格好でつくっていくというような予定で今考えております。それから、配役、キャスティン

グなんですけど、プロデューサーのほうとあれして、きょう委員会があるんでということで、

ここの場でお話しさせていただけるのが井上順さん……。 

○委員長（北川勝義君） 川藤おったんじゃない。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 川藤さんはこの間記者会見で来てくれてたんで、主演は高梨

臨さんと斎藤工さん、それから特別出演ということでこの前、川藤幸三さんに来ていただいと

ったんで、そのほかで井上順さんとか、あとは津田寛二さん、それから池内博之さん、このあ

たりが多分お名前を言ったらわかる人かなと。この場で聞いたというようなことで余り、聞か

れたら答えていただいてもというぐらいで、プロデューサーと相談して、きょうちょっと用意

をさせてもらいましたんで。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） いろいろ考えてらっしゃるのはわかったんですけど、ただ例えば市役

所に入ったところにこの前撮影した写真をなかなかいろんなところに張れないと思うんです。

市役所だったら張れるんじゃないか、来た人に、ああここでこういうふうに写真撮ったんやな

ぐらいは、だから今度ここでやりますよということは言えないと思うんですよ。終わった後、

やっぱりこの前ここでやったんだよというたら、そしたら来た人も、ああ、何かやってるんや

なという雰囲気を実感できると思うんですね。だから、もうちょっとそんなサービスがあって

いいんじゃないかなと。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田部長。 
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○総合政策部長（原田昌樹君） 写真のほうも基本こちらから、俳優のほうはいろいろ問題、

事務所との絡みがあるんでちょっと遠慮してくれと言われてまして、実際映画のスタッフの中

でスチールカメラマンというのがいて、そこは俳優を撮ってるんです。ですから、そういった

スチールカメラマンが撮った写真をいただいて、撮影が終わってからになると思うんですけ

ど、写真パネル展のようなものを考えてるんです、今。現場でこんな写真を撮りましたという

のを展示をさせていただいて、市民の皆さんに見ていただくと。 

 それから、もう一つ言いますと、撮影に使ったような道具もいただいてるものがありますん

で、そういったものもあわせて展示をして、見ていただくようなことも今計画をしておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 済みません、そういうことを先方と会話ができるチャンネルが

あるのであれば、ぜひお伝えいただきたいんです。女優さんのお名前何でしたか、高梨何とか

さん、この方のプロフィール等々見ましたら、好きなものはイチゴだそうです。桃などという

ようなことは一切書いてません。一説によりますと、過去のインタビュー記事か何かで桃はア

レルギーがあるらしいです。これどうするんですか。桃アレルギーらしいですよ、かゆくなる

らしいんです。こういうのがもしユーチューブとか、動画サイトとかで出てきたら、これもう

マイナスのイメージになるんじゃないんですかね。 

○委員長（北川勝義君） もう治ったんじゃろ。 

○副委員長（佐々木雄司君） 治ったんだったらいいですけどね。 

 それと、あともう一個確認をしたいんですが、せんだっての市役所の撮影の風景というのは

プレスリリースによるものなんですか、これは。 

○委員長（北川勝義君） 原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 済みません、桃についてアレルギーというのは初耳でござい

まして、実際食べていただいて非常においしいという評価を皆さんからいただいております。 

 それから、市役所のほうの撮影風景ですが、これは製作サイドのほうから、ここでプレスの

あれ入れたいんでお願いしますということで連絡をいただいて、プレスのほうへ連絡をさせて

いただくお手伝いをさせていただきました。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） じゃあ、市役所のほうがプレスリリースしてるわけじゃなく

て、製作側がもうやってるということですね。それに対して、市役所のほうからこうこうこう

で、製作サイドのほうからプレスリリースしたので取材が入りますよという報告を受けて、よ

ろしいということで了承していると、こういう内容なんですね。 

○総合政策部長（原田昌樹君） いいですか、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 
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○総合政策部長（原田昌樹君） 製作のほうからプレスへ連絡してほしいということで依頼を

受けて、お手伝いをしたということです、はい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） もうちょっと詳しく御説明いただきたいんですが、じゃあ市役

所のほうからプレスのほうに、普通は非公開なんだけども、この日はここでやりますから取材

にどうですかということで投げかけたと、こういう話ですか。 

○委員長（北川勝義君） 部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 製作サイドのほうにはプレスへ個別に投げかける手段がない

ので、市のチャンネルを使わせてほしいということで、向こうの製作サイドのほうから連絡を

受けまして、原稿のほうも向こうがつくって、こちらのほうから連絡網を使ってプレスのほう

にはお知らせしたということです。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） いやいや、ほかの撮影に関しては非公開なんだけども、今回市

役所で撮影することに関しては製作のほうから要望があったから、この日にここで撮影します

よということをお伝えして、それを受けて取材のほうが入った、こういう内容でいいんですか

ということを申し上げてるんです。 

○総合政策部長（原田昌樹君） そのとおりです。 

○副委員長（佐々木雄司君） うそじゃないんですか、それは。うそでしょう。僕の手元にあ

りますけど、マスコミ各社には取材のスケジュール配付されてるじゃないですか。僕、手元に

持ってますよ、それ。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 取材のスケジュールっていうのは当日のでしょ。 

○副委員長（佐々木雄司君） いえいえ、もうずっと。持ってますよ、僕も。各社マスコミ配

付じゃないですか。全然非公開、その中でどこに取材に入ってもらうかということは個別の対

応であって、ここのところと、ここのところと、ここのところは取材に来てもらったら困りま

すよと、取材はここにしてくださいというやりとりしてるというのが本当じゃないですか。何

でそんなうそをつくんですか。 

○総合政策部長（原田昌樹君） うそはついてないですよ。市役所で撮影したところの公開で

……。 

○議会事務局長（富山義昭君） 発言は許可をもらってください。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 済みません。 

 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） この前、市役所で撮影をしたのを公開にしたことについて

は、それは製作サイドから依頼があって、そのところを公開にするので、その時間にプレスに
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来るように投げかけてくださいという依頼を受けて、うちのチャンネルを使って報道各社に連

絡をしたということなんですけど。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 僕が先ほど確認したのはそこのところではなくて、撮影のスケ

ジュールは非公開であると、でも市役所の中で撮影するということを言って、それを受けて来

られたんですよねということになって、そのとおりですとおっしゃられたんで、それうそじゃ

ないですかと。経緯が違うじゃないですかっていうことを申し上げてるんですよ。だって取材

の方みんなマスコミ各社知ってますよ、新聞社からテレビ局から、週刊誌まで知ってるじゃな

いですか。全社知ってますよ。その中で、どこに取材に入れるのかということは取材の申し入

れをしても、取材を受ける側が拒否をするから、そこのところがうまくいかないから取材に入

ってないだけで。市役所のものに関しては市役所のほうからあったのか、それは今聞いて市役

所のほうからそれはいいんですよということを申し上げたということで、だからそうなんでし

ょう。だから、取材に来られてるわけで、取材のスケジュール非公開じゃなくてみんな知って

るじゃないですか。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田部長。 

○副委員長（佐々木雄司君） 正確に説明してください。 

○総合政策部長（原田昌樹君） ちょっと御質問の意図がよく理解できてないんですけど、全

体の話をされてるのか、それともこの前市役所で撮影があったところの話をされてるのか、ち

ょっと理解できてないんですけど、私は市役所のところでの撮影の話だと思ってそうお答えし

とります。全体の話という、全体のスケジュールの話ということではお答えしておりませんの

で、先日市役所へプレスが入ったのがきのう、新聞にこの前出てるわけですから、その質問に

対しての対応をお答えしたつもりですが。 

○副委員長（佐々木雄司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 議事録残ってますので、後でそれをコピーしてお渡しするんで

あればお渡ししますけども、取材じゃなくて撮影は非公開なんですねと、その中で市役所のほ

うがプレスに投げたから市役所に取材に来られたんですよねということに関してイエスと言っ

たから、それ違うじゃないですかと言ってるんですよ。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええですか。 

 全体的な……。 

○委員（下山哲司君） その関連で。 

○委員長（北川勝義君） 何が言いてえん。わけのわからんような。 

 下山さん。 
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○委員（下山哲司君） 別にどっちの擁護するわけじゃねえですけど、ファクスでうちに入れ

てくれとったのもその関係でしょう。 

○総合政策部長（原田昌樹君） この前市役所で……。 

○委員（下山哲司君） そうそう、するというのは。 

○委員長（北川勝義君） わしは来とりゃへんで、そういなんは。わしは見てねえわ、ファク

ス。 

○委員（下山哲司君） ファクス入っとったよ。 

○委員長（北川勝義君） わしは見てねんじゃって、まだ。 

 ちょっとええかな。 

○委員（下山哲司君） その辺をきちっと説明して。 

○委員長（北川勝義君） 全体的なことを言ようて、全体のことははっきり言うて報道機関と

いうたら、関係者は知っとる、そりゃ。どこどこ行くというのはわからんけど、これは当たり

前の話じゃから、そねえな全体のことと、佐々木委員は全体のことでここの非公開という話を

結びつけて物を言よったと思う。部長のほうは、市役所でやったときのことを頼まれてこうや

ったということを言よんで、そこんとこはちょっと整理して、ささいなことじゃねえか、佐々

木さんには大きいことかもしれん、僕はささいなことと思うとんじゃけど。 

 僕らもこの間櫻室町へ13日かに取材しょうったわな。そのときも５時ごろ、６時ごろ、14日

か、いろいろ聞いて知っとる、僕も入って、すぐ今そこでしょんじゃけえ。農協の職員が見に

行くとかというて、農協、選果場でしたんもある。そりゃいろいろしてきとるから、そこらは

任せてあげりゃええと思うんで、これから執行部のほうへお願いは、今言う佐々木副委員長が

言われたように、そこやっとるじゃねえかというてけんか腰じゃねえけど、筋が違うが、こう

じゃのうてわかるように、この映画についてはいろいろ関心持って言わりょうる人もおられる

んで、やっぱりわかるように今度説明できるようにしてやってほしいと思うんです。そういう

ことで終わらせていただきたいと思うんで。 

 それから、お願いとして、実は岡山東の農協のほうでこの「種まく旅人」の分で協賛金とか

も皆するようになって、その中で特に農協のほうから桃とか、ブドウとかというのは今スタッ

フが来てやらりょんで、カメラマンも監督もおられるんで、ぜひ差し入れしてあげてください

と言うたら、農協のほうもさせていただくと言ようりましたんで、それは市長のほうへ申し添

えときますから。それで、農協だけがするというたら、岡山東でいうたら、岡山東は和気、備

前、岡山市、そしてこの赤磐市なんです。赤磐市の一部でも全部でやるということで差し入れ

してくださったりするんで、赤磐市のほうも差し入れをしてあげるようにしてください。それ

でまた、一つこれは僕ちょっと気になっとるけん、冗談で言うたら答えてあれじゃったら、桃

を食べたとかという、高梨さんが桃がおえんという話が出て、削除してくれ、入れとっても大

丈夫言われたんじゃけど、ホームページ言うたかな、何じゃ言うたかな、イチゴが好きで桃は
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アレルギー、ブログか。 

○副委員長（佐々木雄司君） ああ何か……。 

○委員長（北川勝義君） 出とったというて、そんなとこまで見て言うんじゃねんじゃけど、

関心持ってええ意味で言よんで、悪い意味じゃのうて、もしあるんじゃったらまた今度はブロ

グでも便がありゃ、桃をおいしく食べましたぐれえでもちょっと入れてもろうて。ちょっと今

そう思うたんで。 

○副委員長（佐々木雄司君） 苦手じゃったんじゃけど食べれるように……。 

○委員長（北川勝義君） 食べれるようになりました言うたら全然気分は……。 

○副委員長（佐々木雄司君） 赤磐のおかげでと。 

○委員長（北川勝義君） 今言う、すげえと思うんで、ぜひそういうこともしてください。そ

れで、僕は撮影したというのもファクスも見ておりませんで大変失礼いたしました、私のほう

は。送っとらんの。 

 知らんのんじゃ。ということです。 

 なければこれで終わりたいと思います。 

 以上をもちまして第９回の総務文教委員会を終了いたします。 

 閉会として、教育長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、杉山教育長。 

○教育長（杉山高志君） 本日は各部からの事業の進捗状況につきまして、慎重に協議をいた

だき、御意見をいただきました。いただいた御意見につきましては各部でしっかり検討してま

いります。本日はどうもありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、これで終わりたいと思います。大変皆さん御苦労さまでした。 

 これで委員会を終了いたします。 

              午後１時31分 閉会 

 


